
　４月13日、指宿中央自動車学校で、今和泉小学校
の１年生16人と、２年生20人が交通安全教室を体験
しました。新学期が始まり、登下校時の事故を未然
に防止するために、交差点や道路を横断するときの
基本を学びました。また、パトカーや白バイにも試
乗させてもらい、子どもたちは大喜びでした。

手 を大きく挙げて安全確認　
今和泉小交通安全教室が開催

今月の表紙

広
報

い
ぶ

す
き

　
平

成
23年

５
月

号
　

N
o.65

〒
891 -0497　

鹿
児

島
県

指
宿

市
十

町
2424番

地
http://w

w
w

.city.ibusuki.lg.jp
☎

㉒
2111（

内
線

127）
　

   info@
city.ibusuki.lg.jp

携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

編
集

発
行

　
　

指
宿

市
市

長
公

室
広

報
統

計
係

 

　　
　　

　 水道工事当番店

指宿地域
５月１日	 ㈲和田水道　　☎㉒4522
　　２日	 ㈱西園組　　　☎㉕2517
　　３日	 中川水道㈲　　☎㉕2706
　　４日	 ㈲指宿徳永組　☎㉒4091
	 　　　　　（夜☎㉓2190）
　　５日	 ㈲丸山水道　　☎㉓3131
　　　　　　　　（夜☎090-8911-3357）
　　６日～８日	 ㈱西園組　　　☎㉕2517
　　９日～15日	 ㈲吉元水道　　☎㉒2424
　　　　　　 （夜・休☎090-8835-2223）
　　16日～22日	 ㈱後迫組　　　☎㉕3111
　　23日～29日	 ㈲指宿工業所　☎㉒3530
	 　　　（夜・休☎㉒5182）
　　30日～６月５日	 ㈲丸栄設備　　☎㉓2694
山川地域
５月１日～15日	 西設備　　　　☎㉞1176
　　16日～31日	 ㈲東水道工務店☎㉟2447
６月	 ㈲前田電気　　☎㉟9239
開聞地域
５月	 ㈱丸新建設　　☎㉜2227
６月	 ㈲中村組　　　☎㉜2228

総人口　43,961 人　�� ����（− 325）
　男　　19,919 人　�� ����（− 163）
　女　　24,042 人　�� ����（− 162）
世帯数　19,062 戸　��（−　69）

４月１日現在 前月比

人 の う ご き

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレ
の詰まり等は、なじみの工事店にお願いして
ください。

主な記事
　Ｐ２……………平成23年市民表彰
　Ｐ３……………平成22年度市まちなみ景観賞
　Ｐ４～Ｐ５……本枯節が「本場の本物」に認定
　Ｐ６～Ｐ７……菜の花団地宅地分譲キャンペーン
　Ｐ８……………ふれあいデイ
　Ｐ９……………地域子育て支援センター
　Ｐ10……………提案公募型補助事業
　Ｐ12～Ｐ13……東日本大震災義援金・支援金公表
　Ｐ14～Ｐ15……がん粒子線治療研究センター本格始動
　Ｐ16～Ｐ17……まちの話題
　Ｐ18～Ｐ25……情報掲示板
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問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　

�☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
２
）

前
床　

孝
男 
氏

（
�
�
�

久保・


81
歳
）

小
村　

照
子 

氏

（
�
�
�
�
�

大牟礼西・




78
歳
）

井
上　

實 

氏
（
�
�
�

麓下・


81
歳
）

　昭和��������������49������������年�����������10���������月に市議会議員に初
当選以来、連続５期��������20������年にわたり、
産業経済の振興や市民福祉の向上、
地方自治の発展に寄与されました。
市議会では産業経済委員長や文教
厚生委員長の要職に就かれ、円滑
な議会運営の確立に努められまし
た。また、昭和61年から平成６年
までは監査委員として、地方自治
行政の透明化に尽力されました。
議員退任後は市政事務嘱託員とし
て、行政の効率的な運営を支援し
てこられました。さらに、人権擁
護委員や市心配ごと相談員として、
市民の基本的人権を守り、市民が
抱えるさまざまな悩みや相談に対
し、適切な指導・助言を与えるな
ど、住民福祉の向上や今日の市勢
発展・地方自治の振興に貢献され
ました。

　昭和��������������58������������年１月から�������26�����年間、市心
配ごと相談員として、市民が抱え
るさまざまな悩みや相談ごとに対
し、問題解決のための適切な指導・
助言を行ってこられました。また、
平成２年からは人権擁護委員とし
て、６期18年間、市民の基本的人
権の侵害監視や救済に尽力され、
自由人権思想の普及高揚に努める
など、地域福祉の向上に貢献され
ました。平成４年からは、地方裁
判所民事・家事調停委員として12
年間、さまざまな事案にアドバイ
スを行い、円満な解決を図ってこ
られました。昭和63年からの４年
間は、市青少年育成センター補導
委員として、また、同年から14年
間は市政事務嘱託員として、市勢
発展・住民福祉の向上に貢献され
ました。

　���������������38�������������年間の長きにわたり、農協職
員として営農指導など農家所得の
向上に貢献されました。昭和���61�年
10��������������月に市議会議員に初当選以来、
連続４期������������16����������年間、産業経済の振興
や市民福祉の向上、地方自治の発
展に寄与されました。昭和62年７
月から平成２年６月には市農業委
員として、農家所得の向上に努力
され、市議会ではソラマメとオク
ラの選別機導入を国や県に強く働
きかけるなど、地域農業の振興発
展に尽力されました。平成８年か
ら10年には、市議会副議長として、
円滑で民主的な議会運営を推進し、
市政の諸問題解決に積極的に意を
注ぎ、全体の奉仕者として議員の
政治倫理向上にも努力され、市勢
発展・地方自治の振興に貢献され
ました。

　

３
月
30
日
、
平
成
23
年
市
民
表
彰
が
行
わ
れ
、
井
上
實
氏
、
小
村
照

子
氏
、
前
床
孝
男
氏
の
三
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
氏
と
前
床
氏
は
地
方
自
治
部
門
、
小
村
氏
は
社
会
福
祉
部
門
に

お
け
る
永
年
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
表
彰

平成23年井上、小村、前床の三氏に・花とみどりの部 最優秀賞・ 平
成
22
年
度

市
ま
ち
な
み
景
観
賞
が
決
定

【
審
査
講
評
】

　

徳
光
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
手

入
れ
を
し
て
い
る

約
８
ａ
の
広
大
な

花
壇
は
、
雑
草
が

一
本
も
生
え
て
い

な
い
徹
底
ぶ
り
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

か
ご
し
ま
が
近
く

に
あ
る
こ
と
か
ら
、

訪
れ
る
多
く
の
観

光
客
が
思
わ
ず
足

を
止
め
て
見
入
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
の

美
し
さ
で
す
。
今

後
も
皆
さ
ん
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
審
査
講
評
】

西
迫
さ
ん
自
ら

が
庭
石
を
取
り
寄

せ
、
庭
木
や
配
置

を
決
め
て
お
り
、

奥
行
き
の
あ
る
立

体
感
の
創
出
は
素

晴
ら
し
い
の
一
言

で
す
。

　

「
庭
の
彩
り
の

変
化
に
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
楽

し
ん
で
手
入
れ
し

て
い
ま
す
の
で
、

苦
に
は
な
り
ま
せ

ん
」
と
西
迫
さ
ん
。

手
入
れ
も
夫
婦
で

す
べ
て
行
っ
て
い

る
と
聞
き
、
た
だ

た
だ
感
服
す
る
ば

か
り
で
す
。

西
迫 

洋
さ
ん
宅
の
庭

徳
光
老
人
ク
ラ
ブ
の
花
壇

花
と
み
ど
り
の
部

　

優
秀
賞
（
７
点
）

　

市
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
と
潤
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
な
み
の
実
現
を
目
指
し
、「
指
宿
市
ま
ち
な
み
景
観
賞
」
を

創
設
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
統
合
し
た
「
花
と
み
ど
り
の
部
」
と
「
建
築
物
の
部
」
で
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、「
花
と
み
ど
り
の
部
」
の
西
迫
洋
さ
ん
宅
の
庭
（
利
永
区
）
と
、
徳
光
老
人
ク
ラ
ブ
の
花

壇
（
岡
児
ヶ
水
区
）
の
２
点
が
選
ば
れ
、「
建
築
物
の
部
」
で
は
該
当
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
は
「
花
と
み
ど
り
の
部
」
で
７
点
、「
建
築
物
の
部
」
で
２
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

仮屋老人クラブ

小川時話会

大山老友会

成川長寿連合会

浜児ヶ水老人クラブ

福元寿会

利永老友会寺原和高さん宅

山元孝幸さん宅

建
築
物
の
部

　

優
秀
賞
（
２
点
）
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名前の由来／約100年にわたる
かつお節製造の歴史を持ち、現
在も鰹の水揚げ港である山川港
の地名への誇りと、大物鰹を４
つの本節に分け、カビ付けと天
日干しの繰り返しにより鰹の水
分が枯渇して堅くなり、節が枯
れていく工程のかつお節を「本
枯節」ということから名付けら
れた。
原材料の特徴／山川港に水揚げ
された鰹を原料とし、そのうち
鮮度よくかつお節に適した脂質
を持つ良質のものだけから製造
する。
製法の特徴／伝統製法による手
作業。山川水産加工業協同組合
が管理するかつお節優良純粋黴

かび

菌だけを使用してカビ付けを行
う。品質を格段に高めるカビ付
けは４回行う。
品質と安全性／独自の安全基準
を設け、生産履歴（トレーサビ
リティー）を記録する。
業界取りまとめ団体／山川水産
加工業協同組合

【地域食品ブランド表示基準】
○名前の由来  ○歴史的伝統性  ○品質 、衛生管理基準
○製法の特徴  ○原材料の特徴  ○第三者認証等
○産地の範囲  ○「本場の本物」マークの添付、管理

業界取りまとめ団体
（参加者：生産団体・製造企業等）

基準の策定・遵守

監　査

認定後 第三者認証機関

消費者、販売業者等

地域食品ブランド表示基準・審査専門委員会
（財団法人食品産業センター）

地域食品ブランド
表示基準の審査（認定）

「本場の本物」マークの
商品への貼り付け・流通

基準の公表
（周知・PR）

基準の策定・申請

厳
格
な
基
準
に
よ
り
審
査

　

業
界
取
り
ま
と
め
団
体
か
ら
の

申
請
書
類
を
も
と
に
、
審
査
専
門

委
員
会
が
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
は
、
次
に
掲
げ
た
基
準
に

基
づ
き
行
わ
れ
、
す
べ
て
が
妥
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
の
み
、

認
定
さ
れ
ま
す
。

○
�
�
�
�
�
����




名称

が
適切

で
あ
る
か

○
�
�
�
�
�
��

�
����




名称

の
由来

が
は
っ
き
り
し
て

　

い
る
か

○
�
��

�
�
�
�
����



�

産
地
の
範囲

が
特
定
で
き
、
実

　

際
の
製
造
地
と
合
致
し
て
い
る

　

か
○
�
�
�
�
�
�
�
�
�
���



歴史的伝統性





が
史実

に
み
ら

　

れ
る
か

○
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

原材料


と
そ
れ
を
使う理由



、

　

製
法
な
ど
、
食
品
と
し
て
の
独

　

自
性
を
確
立
し
て
い
る
か

○
�
�
�
�
�
�
�
����



�

品
質や衛生管理





の
基
準
が
明

　

確
か

○
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�

第
三
者
認
証期間


の
定
期的

な

　

検
査
を
受
け
て
い
る
か

「
本
場
の
本
物
」
と
は
？

「
原
料
」
と
「
製
法
」
へ
の

こ
だ
わ
り

　

「
そ
の
土
地
に
お
い
て
、
伝統


的
に
培
わ
れ
た
『
本
場
』
の
製
法

で
、
地
域
特
有
の
食
材
な
ど
の
厳

選
原料

※

を
用
い
て
『
本
物
』
の
味

を
作
り
続
け
る
。」そ
ん
な
製
造
者

の
原料

と
製
法
へ
の
こ
だ
わ
り
の

証
し
と
な
る
の
が
、
地
域
食
品
ブ

ラ
ン
ド
の
表
示
基
準
「
本
場
の
本

物
」
で
す
。
ま
さ
に
こ
れ
は
、
そ

の
地
域
で
選
ば
れ
た
食
品
だ
け
が

付
け
ら
れ
る
勲
章
と
言
え
ま
す
。

※�

厳
選
原料

／
地
域
の
事
業
協
同

組
合
な
ど
の
申
請
団
体
が
自
ら

品
目
ご
と
の
基
準
を
定
め
、
こ

だ
わ
り
を
も
っ
て
使
用
す
る
主

た
る
原材料


の
こ
と
。

安
心
し
て
味
わ
え
る
本
物
の
味

　

��

�
�
�
�
������






製
造
者
を
中心

と
す
る
地
域
の

団
体
が
定
め
た
こ
だ
わ
り
の
基
準

を
、
財
団
法
人
食
品
産
業
セ
ン
タ

ー
が
設
置
し
た
審
査
専
門
委
員
会

が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
は
じ
め

て
商
品
に
表
示
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
が
「
本
場
の
本
物
」
マ
ー
ク

で
す
。
さ
ら
に
そ
の
基
準
が
適
正

に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
第
三
者

機
関
が
������





�
���



検
査
����



�
���



し
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の

本
物
を
安
心

し
て
味
わ
い

た
い
」
と
思

う
�
�
�
���������







�

消費者���������










�

と
、「
こ
だ
わ
り
を
も
っ

て
伝統

の
味
を
つ
く
り
続
け
る
」

製
造
者
を
結
ぶ
マ
ー
ク
で
す
。

「
本
場
の
本
物
」
に
認
定

秘伝の製法や原料を頑固一徹に守り続ける伝統食。
日本各地の豊かな食文化を守り、育てるために設けられた表示基準「本場の本物」。
平成22年３月、19品の１つに「さつま山川かつおぶしの本枯節」が認定されました。
市民の皆さんも「本場の本物」の味を、ぜひご賞味ください。

さつま山川
かつおぶしの本枯節

本場の本物
「認定」
ここが特徴

■認定までの流れ　

山
川
の
か
つ
お
節
は
、
全
国
で

３
～
４
割
の
生
産
量
。
中
で
も
、

「
本
場
の
本
物
」
の
認
定
を
受
け

た
本
枯
節
は
、
７
～
８
割
の
生
産

量
�
�
���


�
����




で
日
本
一
を
�
����




誇
り
ま
す
。

　

「
か
つ
お
節
」
と
い
え
ば
、
枕

崎
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
現
状

で
す
が
、
指
宿
が
「
本
枯
節
」
生

産
日
本
一
で
す
。
地
元
に
あ
る

「
本
物
」
の
味
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
指
宿
の
お
い
し
い

か
つ
お
節
を
�������






�

多
く
の
皆
さ
ん
に
伝

え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

自
慢
の
一
品

　

ぜ
ひ
ご
賞
味
を

山
川
水
産
加
工
業
協
同
組
合

　

�
�
�
�
��

���


�

代表理事



組
合
長　

地
島 

幸
平 

さ
ん

生
切
り

　

鰹か
つ
おを
３
枚
に
お

ろ
し
、
１
尾
か
ら

４
本
に
し
た
も
の

を
本
節
、
２
本
に

し
た
も
の
を
亀
節
と
い
う
。
生切


り
は
、
仕
上
げ
の
節
の
形
を
決
め

る
重
要
な
作
業
。

　
　
　
　
　
　

煮
熟

　

切
り
分
け
た
節

を
２
時
間
半
前
後

煮
て
、
旨
味
成
分

を
閉
じ
込
め
る
。

　
　
　
　
　
　

骨
抜
き
・
修
繕

　

鰹
の
背
骨
な
ど

に
付
い
た
身
を
す

り
身
に
し
た
も
の

を
「
も
み
」
と
い

い
、
こ
れ
を
骨
抜
き
時
に
生
じ
た

す
き
間や

亀
裂
に
埋
め
込
む
「
も

み
付
け
」
を
施
す
。
も
み
付
け
に

よ
り
、
カ
ビ
付
け
時
の
カ
ビ
の
侵

入
を
防
止
。

　
　
　
　
　
　

焙
乾

　

亀
節
は
６
〜
８

回
、
本
節
は
10
〜

15
回
繰
り
返
し
て

燻い
ぶ

す
。
こ
の
状
態

の
も
の
を
「
荒
節
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　

表
面
削
り
・
修
正

　

表
面
に
付
着
し

た
タ
ー
ル
と
、
焙

乾
中
に
に
じ
み
出

た
脂
肪
を
デ
バ
と

い
う
小
刀
で
削
り
取
る
。
こ
の
状

態
の
も
の
を
「
裸
節
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　

カ
ビ
付
け

　

水
分
を
減
少
さ

せ
、
香
味
が
抜
け

な
い
よ
う
に
す
る

作
業
。
裸
節
を
ム

ロ
に
入
れ
、
１
回
の
カ
ビ
付
け
に

３
〜
４
週
間
か
け
る
。
最
初
の
カ

ビ
を
一
番
カ
ビ
と
い
い
、
四
番
カ

ビ
ま
で
付
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
を
「
本
枯
節
」

と
い
う
。

◎
４
〜
６
カ
月
か
か
る
本
物
の
味

　

本
枯
節
が
で
き
る
ま
で

　

本
市
で
生
産
さ
れ
る
か
つ
お
節
の
う
ち
、
本
枯
節
は
１
割
。

そ
の
製
造
工
程
は
、
実
に
手
が
込
ん
で
い
ま
す
。

さ
つ
ま
山
川

か
つ
お
ぶ
し
の
本
枯
節
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現地

指宿脳神経
外科

指宿警察署

ふれあい
プラザ
なのはな館指宿市役所

平屋建てのみの区画

２階建住宅が可能な区画

106
107

104

108

103

109

102 101

済
205

204
203

206
207

202
208

201公園 緑地

指宿脳神経
外科

指宿脳神経
外科

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

306 304 303 302 301305

105

至なのはな館

至市役所方面

北
町
通
線

　市土地開発公社では、５月１日（日）から10月31日
（月）までの６カ月間、区画No.102および105の２
区画について、建物込みの特別宅地分譲キャンペー
ンを実施します。
　期間中に申し込みいただき、12月28日（水）まで
にご成約いただく人に限ります。
　この機会をぜひ、お見逃しなく。

①安心・安全な土地造成工事を施工済み
②市の温泉管を敷地内に引き込み済み
③市の水道管・下水道管を敷地内に施工済み
④下水道受益者負担金納入済み
⑤�近隣には、スーパーや家電量販店、ホームセンタ
ーをはじめ、万一のときの医療機関など、生活に
便利な施設が充実

問い合わせ先
　市土地開発公社（財政課財産契約係）
　☎�2111（内線149）

土地・建物込みで

15,600,000円（税込み）
※図面は基本プランです。要望に合わせて変更（フリープラン）も可能です。ご相談ください。

平屋建て２LDK（区画番号は №102）
　土地面積　255.48㎡（77.28坪）
　建築面積　  79.42㎡　　床面積　77.61㎡（23.43坪）
　※施工業者は、市土地開発公社の指定業者

２階建て３LDK
（区画番号は №105）
　土地面積　273.29㎡（82.67坪）
　建築面積　  44.71㎡
　床 面 積　  84.45㎡（25.54坪）
　※�施工業者は、市土地開発公社の
　　指定業者

団地のポイント

特別宅地分譲
キャンペーン
宅地分譲

キャンペーン
５月１日（日）

10月31日（月）
〜

（先着順）

洋室洋室

洋室
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
講
座

　

今
年
度
は
、
川
尻
ふ
れ
あ
い
交

流
館
の
芝
コ
ー
ト
で
実
施
し
ま
す
。

　

春
の
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
開

聞
岳
を
眺
め
な
が
ら
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
目
指
し
て
思
い
切
り
プ
レ

ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

10
～
11
月
に
開
催
予
定
の
大
会

は
、
県
水
産
技
術
開
発
セ
ン
タ

ー
多
目
的
広
場
で
行
い
ま
す
。

今
年
も
�
�
�
�
�
�
�

楽しさいろいろ







ふ
れ
あ
い
デ
イ

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
講
座

　

保
健
師
に
よ
る
健
康
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク
や
、「
転
倒
予
防
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
介
護
予
防
に
つ
な
が
る

講
話
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
軽
い
運
動
で
体
を
動

か
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

元
気
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　

夏
は
暑
さ
で
食
が
細
り
、
体
力

も
消
耗
し
が
ち
で
す
。

　

涼
し
い
唐
船
峡
で
友
人
ら
と
語

ら
い
、
お
い
し
い
食
事
を
楽
し
み

な
が
ら
、
介
護
予
防
の
講
話
と
実

技
で
夏
バ
テ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ス
紀
行
講
座

　

か
ご
し
ま
水
族
館
「
い
お
ワ
ー

ル
ド
」
を
見
学
し
ま
す
。

　

バ
ス
の
中
で
、
介
護
予
防
の
講

話
や
、
仲
間
同
士
で
の
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
見
聞
を
広
め
ま
し

ょ
う
。

施
設
巡
り
講
座

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
介
護
予
防
の

実
技
の
後
、
警
察
署
や消

防
署
を

訪
問
し
て
、
交
通
安
全
や
防
火
・

防
災
の
講
話
を
聞
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
疑
問
な
ど
が
あ
れ
ば

気
軽
に
尋
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
講
座

　

吹
越
地
区
に
あ
る
カ
ン
タ
公
園

で
実
施
し
ま
す
。

　

成
績
を
気
に
せ
ず
、
伸
び
伸
び

プ
レ
ー
で
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

ま
し
ょ
う
。

新
年
交
流
会
講
座

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
介
護
予
防
の

実
技
の
後
、
食
事
会
を
通
し
て
楽

し
く
交
流
し
ま
す
。
食
べ
て
、
歌

っ
て
、
踊
っ
て
、
笑
っ
て
、
み
ん

な
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　

愉ゆ

と

り
徒
里
館
（
ふ
れ
あ
い
公
園
横
）

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
介
護
予
防
の

実
技
の
後
、
輪
投
げ
や
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座

　

手
先
を
動
か
す
こ
と
は
、
脳
機

能
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

薩
摩
焼
窯
元
の
指
導
で
、
世
界

に
ふ
た
つ
と
な
い
小
鉢
や
湯
飲
み

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
れ
あ
い
創
作
講
座

　

折
り
紙
を
使っ

て
、
素
敵
な
壁

飾
り
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

仲
間
同
士
で
参
加
し
て
、
自
分

だ
け
の
作
品
を
完
成
さ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

春
の
ミ
ニ
運
動
会
講
座

　

サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
い
ぶ
す
き

で
ミ
ニ
運
動
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

軽
い
運
動
で
体
を
動
か
し
、
み

ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

○
�������






�
�
���



ふ
れ
あ
い
デ
イ
事
務局

（
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
㉗
０
８
２
２

○
長
寿
介
護
課
長
寿
社
会
係

☎
�������






�
�
�
��


㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

　市では、子育てに関する保護者の不安や悩みなどに対応するため、
２つの保育所で「地域子育て支援センター」を開設しています。
　子どもたちはもちろん、子育て中の保護者同士の出会い、交流、
活動の場として利用されています。気軽にお越しください。
　活動などの詳しい情報は、問い合わせてください。

乗船寺保育園（指宿市湊一丁目������11����番５号）
☎㉒4407���� �����������������������　　　 �����������������������jmiyachi@lily.ocn.ne.jp

開聞子育て支援センターＫ
キ ッ ズ

ＩＤ’Ｓ【開聞保育園】（指宿市開聞十町2807）
☎㉜2270�・㉜2100��� �����������������������　　 �����������������������kaimon@kosodate-web.com

事業名 目的・内容 日　時 場　所

電話相談 子育てに関する悩みなどについてアドバイス 月曜日～土曜日
10：00～ 15：00 乗船寺保育園

園の開放 通園していない児童でも自由に参加可能
※親子で遊びに来てください。

月曜日～土曜日
10：00～ 15：00 乗船寺保育園

楽しく遊ぼう教室 保育士による体操や歌、親子遊びなどの出前保育 第２・第４水曜日
10：00～ 11：00 指宿保健センター

わくわく親子教室 少人数で遊び方や子どもへの接し方を学ぶ教室 月１回 指宿保健センター

親子教室 親子遊びや、子どもに関する勉強会・座談会など 月１回
10：00～ 13：30 乗船寺保育園

子育て相談 子育ての悩みや発達の遅滞などの相談・療養 第３土曜日
（予約が必要） 乗船寺保育園

子育て講演会 お父さん、お母さんを対象とした子どもの育て方やしつ
け、食育等についての講演会 年１回 乗船寺保育園

子育て支援だより にこにこだよりの発行 毎月 乗船寺保育園

事業名 目的・内容 日　時 場　所

あそぼう、あそぼう 親子での創作活動、わらべうた遊び、体操、読み聞かせ、
季節の行事を取り入れた活動

火曜日 10：00～12：30 開聞子育て支援センター
水曜日 10：00～12：30 開聞保健センター
木曜日 10：00～12：30 大山集落センターほか
金曜日 10：00～12：30 開聞保健センター

訪問支援
家庭訪問（家庭における育児支援） 金曜日午後 子育て家庭へ
気になる家庭への訪問支援活動 月曜日午後 子育て家庭へ

育児相談 子育ての悩みや困りごとについてアドバイス 月～金 9：00 ～ 16：00
土曜日 9：00 ～ 12：00

開聞子育て支援
センター

園庭開放 保育園の庭を開放し砂遊びや遊具遊び 月曜日～土曜日
 9：00 ～ 17：00 開聞保育園

子育て講座
子育て講習会
子育て支援者
　　　  育成研修会

子育て中の親子や子育て支援にかかわるスタッフ、保育
ママ等を対象とした子育て・福祉・保育界の専門家によ
る講演と勉強会

毎月開催 開聞保育園 ほか

ミニおたのしみ講座 親子ヨガ、親子体操、ベビーダンス、小児救急法、クッ
キング、フラワーアレンジメントなど

隔月（サークル活動と
　　　あわせて開催）

開聞保育園
開聞保健センター

保育園児との交流 運動会や夏祭り、遠足、クリスマス会、もちつきなどの
園行事に参加し、ふれあい交流を実施

開催時にポスター、
おたよりでお知らせし
ます。

開聞保育園ほか

広報活動
子育てだよりの発行 毎月 開聞子育て支援

センター

子育て家庭へ誕生おめでとうメッセージの発行 毎月 子育て家庭へ

問い合わせ先　地域福祉課児童母子福祉係
　　　　　　 ☎㉒�����������2111�������（内線����272�）

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
市

内
41
会
場
で
「
ふ
れ
あ
い
デ
イ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

積
極
的
に
外
に
出
て
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
介

護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

地域子育て支援センター
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報
恩

謝
徳

　

行
く
春
や
鳥
啼な

き
魚
の
目
は
泪
な
み
だ

　

緑
深
ま
る
東
北
か
ら
列
島
を
横

断
し
、
日
本
海
側
を
巡
っ
た
芭
蕉
。

「
奥
の
細
道
」
は
、
東
日
本
で
出

会
う
人
と
風
物
が
、
貧
し
さ
の
中

に
も
生
き
生
き
と
し
た
往
時
の
地

域
の
表
情
を
伝
え
て
い
ま
す
。
俳

人
が
今
、
同
じ
道
の
り
を
歩
い
た

ら
何
を
見
る
の
で
し
ょ
う
。

　

岩
手
県
生
ま
れ
の
詩
人
・
宮
沢

賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩

へ
の
共
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
…
東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ

行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ　

西
ニ
ツ

カ
レ
タ
母
ア
レ
バ　

行
ッ
テ
ソ
ノ

稲
ノ
束
ヲ
負
ヒ
…
。」

　

東
日
本
大
震
災
の
惨
状
を
見
る

に
つ
け
、
芭
蕉
と
賢
治
が
ふ
と
思

い
浮
か
び
ま
す
。

　

支
援
の
輪
が
世
界
中
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
て
い
ま

す
。
私
利
私
欲
を
持
た
ず
、
進
ん

で
人
の
苦
難
を
共
有
し
よ
う
と
す

る
精
神
で
す
。

　

愛
す
る
家
族
や
地
域
を
守
る
た

め
に
、
自
ら
の
命
を
も
省
み
ず
津

波
に
向
か
っ
た
消
防
団
員
。
自
ら

も
被
災
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
震
直
後
か
ら
消
火
や
救
助
、

避
難
誘
導
、
救
援
物
資
の
搬
送
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
歴史

か
ら
繰

り
返
し
学
ん
で
き
た
私
た
ち
人
の

営
み
が
も
ろ
く
も
崩
れ
て
し
ま
っ

た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

犠
牲
者
の
過
半
数
が
60
歳
超
。

地
域
や
人
の
絆き

ず
なを

も
う
一
度
つ
な

げ
る
知
恵
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
、

復
興
の
鍵
に
思
え
ま
す
。

　

賢
治
が
残
し
た
詩
や
童
話
を
愛

す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

い
つ
も
な
ら
、
大
き
な
期
待
に

胸
弾
ま
せ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
季

節
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

指
宿
市
長　

豊
留 

悦
男

東
日
本
大
震
災

～
一
日
も
早
い
復
興
願
う
～市も被災地に人と物資を送る

い
ぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）

60

　

開
聞
下
仙
田
地
区
に
は
、
か
つ

て
旧
峰
山
寿
福
寺
が
あ
り
ま
し
た
。

旧
峰
山
寿
福
寺
は
、
旧
頴
娃
町
に

あ
っ
た
島
津
久
豊
が
開
基
し
た
禅

寺
の
証
音
寺
の
末
寺
で
、
下
仙
田

地
区
に
多
く
の
関
連
施
設
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
４

年
の
廃
仏
棄
釈
に
よ
り
、
他
の
寺

院
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

下
仙
田
地
区
の
一
角
に
、
廃
仏

棄
釈
に
よ
り
壊
さ
れ
た
旧
峰
山
寿

福
寺
関
連
の
石
造
物
が
集
め
ら
れ
、

地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
石
造
物

群
は
昨
年
12
月
、
葬
儀
会
場
建
設

に
伴
い
、
川
平
雅
樹
氏
の
配
慮
で

隣
接
地
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

移
設
先
に
は
、
石
塔
籠
１
基
、

「
奉
造
立
」
銘
塔
１
基
、
板
碑
１

基
、
大
日
如
来
石
造
１
体
、
塔
婆

を
彫
っ
た
板
状
供
養
塔
１
基
、
家

形
石
塔
１
基
、
無
縫
塔
３
基
、
五

輪
塔
２
基
、
墓
３
基
、「
大
日
如
来
」

と
彫
ら
れ
た
石
塔
１
基
と
そ
の
脇

に
自
然
石
が
１
基
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
板
碑
の
背
後
に
は
、

「
大
」
と
彫
ら
れ
た
大
日
如
来
石

塔
１
基
、
自
然
石
を
用
い
た
石
塔

３
基
が
並
べ
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
の
石
造
物
の
後
ろ
に

は
、
五
輪
塔
の
空
風
輪
や
火
輪
等

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
旧
峰
山
寿
福
寺
ゆ
か
り
の
文

化
財
を
守
り
続
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
農
道
整
備
事
業
に

伴
い
、
多
く
の
遺
跡
で
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
度
に
は
、
西
方
に
延

び
る
農
免
道
路
と
新
設
予
定
の
広

域
農
道
が
接
す
る
場
所
に
あ
る「
中

尾
迫
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
尾
迫
遺
跡
か
ら
は
、
今
か
ら

約
２
千
年
前
の
弥
生
時
代
後
期
の

人
々
が
使っ

て
い
た
土
器
を
製
作

す
る
工
房
跡
が
、
県
内
で
初
め
て

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
器
製
作
工
房
跡
で
は
、
粘
土

を
採
掘
す
る
大
き
な
竪
穴
や
、
弥

生
土
器
を
作
る
と
き
に
使う

台
石

と
軽
石
、
さ
ら
に
、
そ
の
土
器
を

焼
い
た
土
器
焼
成
坑
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　

土
器
焼
成
坑
は
、
地
面
が
直
径

１
ｍ
前
後
の
楕
円
形
に
掘
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
中
か
ら
は
、
炭
や
灰
、

焼
け
て
黒
く
な
っ
た
粘
土
の
塊
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
土
器
焼
成
坑
は
国

指
定
史
跡
指
宿
橋
牟礼

川
遺
跡
の

史
跡
公
園
内
に
あ
る
土
器
焼
き
体

験
広
場
に
移
設
・保

存
さ
れ
て
い

ま
す
。

下
仙
田
寺
鼻
の
石
造
物
群

旧峰山寿福寺ゆかりの文化財

弥
生
時
代
の
土
器
製
作
工
房

　
　
　

−

中
尾
迫
遺
跡

−

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
提
案
公
募

型
補
助
事
業
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

24
団
体
か
ら
24
事
業
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
以
下
に
示
し
た

21
の
事
業
（
補
助
金
総
額
４
４
０
万

３
千
円
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ

○
生
き
生
き
健
康･

体
力･

仲
間
づ
く

　

り
事
業

○
高
齢
者
サ
ロ
ン
事
業

○
地
域
資
源
（
特
色
）
を
生
か
し
な

　

が
ら
課
題
解
決
や
活
性
化
を
目
指

　

す
事
業

○
「
い
ぶ
す
き
産
」
農
畜
産
物
の
魅

　

力
を
発
信
す
る
事
業

○
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
事
業

募
集
期
間　

５
月
２
日（
月
）〜
31
日

　
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

推
進
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

提
案
公
募
型

　
補
助
事
業

平成23年度第１回提案公募型補助事業採択分
№ 事業名（団体名） 事業の概要 補助金額

1 篤姫ゆかりの地・今和泉クリーンアップ大作戦（今和泉篤姫会）
　篤姫ゆかりの地を訪れる観光客等を気持ちよく迎えるために、今和
泉島津家墓地や今和泉海岸の環境整備を行う。 200,000円

2 指宿知林ヶ島のつながるポスト�（IBUSUKI G-BONDS）
　縁結びの島・知林ヶ島に、はがきや手紙を投函できる「つながるポ
スト（仮称）」を設置し、併せてオリジナルはがきも作成する。 200,000円

3 魚見岳市民の森広報・看板�（NPO法人「縄文の森をつくろう会」）
　魚見岳の樹木や野鳥を紹介する看板やパンフレットを作成し、野鳥
観察会を開催する。 200,000円

4 玉手箱でつなぐ海の温泉・山の温泉�（いぶすき温泉華の会）
　観光客の相互循環を図るために、本市と姉妹都市・人吉市の双方に
宿泊した観光客に玉手箱（特典サービス）をプレゼントする。 200,000円

5 指宿に適した熱帯果樹の振興事業�（熱帯果実振興会）
　他県で取り組んでいない新品種の熱帯果樹を導入し、将来的な耕作
放棄地の解消につなげる。 200,000円

6 紙芝居による男女共同参画の普及啓発�（スマイルネットいぶすき）
　男女共同参画の視点に基づいた紙芝居を作成し、イベント会場等で
啓発活動を行う。 200,000円

7 宮ヶ浜地域の歴史学習とガイド研修�（宮ヶ浜まち歩きガイドの会）
　歴史・文化遺産が多い宮ヶ浜地域で、まち歩きガイドを養成する。
駅前に案内看板を設置し、観光客に地域の名所を周知する。 200,000円

8 無人駅清掃事業�（サンシャイングループ）
　ＪＲ無人駅の清掃や花木の植栽に取り組み、観光地指宿の顔である
駅をきれいにする。 109,000円

9 心とからだの健康づくり�（大山区）
　健康体操教室や軽スポーツなどの健康増進活動、また、各種検診の
受診率向上の声掛け運動を区で取り組む。 200,000円

10 花育による子どもたちの豊かな心を育
はぐく

む
事業（いぶすき花き振興連絡会青年部）

　市が花き産地であることを知り、また、豊かな感性を育んでもらう
ために、幼稚園児と保護者を対象にブーケ制作教室を開催する。 174,000円

11 ナガタン田んぼ景観形成事業�（東方５地区防犯組合連合会）
　耕作放棄地にアジサイを植栽して、地域コミュニティー活動の活性
化と景観向上を図る。 200,000円

12 花の実行委員会�（花の実行委員会）
　花作り講習会でのリーダー養成や、苗の育成・提供による国・県・市
道沿いの花壇の植栽や管理指導など、継続的な環境美化活動を図る。 200,000円

13 いぶすきジオパークを活用したまちづくり事業（いぶすきジオパーク研究会）
　火山活動で形成された本市の地質学的な魅力を紹介するガイドを養
成し、資料や写真の展示、ホームページなどでの情報発信を行う。 200,000円

14 ラブいぶすき普及推進事業�（指宿市地域女性団体連絡協議会）
　ＬＯＶＥいぶすきの普及推進のため、イベント等で製造実演や使用
効果の紹介を行うとともに、自作できない人に安価で提供する。 300,000円

15 本 de 食育 2011（NPO法人 本と人とをつなぐ「そらまめの会」）
　食に関する絵本作家の講演会や地元食材を生かした料理体験など、
本を通した食育活動を行うとともに、読書の推進を図る。 200,000円

16 いぶすきマルシェ開催事業�（いぶすきマルシェ実行委員会）
　指宿産直販所の機能に、サークル活動の発表やカフェでの憩いの場
などをプラスした「マルシェ」（フランス型の停留市場）を開催する。 200,000円

17 いぶすきの魚を食卓へ！－楽しく美味しい授業－（指宿漁業協同組合青壮年部）
　子どもたちに地元で捕れる魚の種類や漁法、さばき方や調理方法を
紹介し、地産地消による食文化の伝承で水産業の振興を図る。 160,000円

18 母ちゃんの海宮ヶ浜プロジェクト（長渕剛 心の故郷 指宿宮ヶ浜海岸保存会）
　長渕剛氏から寄贈された散文詩「母ちゃんの海　宮ヶ浜」に詠

うた

われた
想
おも

いを学び、継承するため、詩の感想や応援メッセージを氏へ送付す
るとともに、ゆかりの地を巡るウオーキング大会を行う。

200,000円

19 鰻池の景観保全事業�（鰻区）
　鰻池や鷲尾岳の撮影スポットを妨げる雑木の伐採と、沿道や公園等
への植栽により、湯治場の風情を残す鰻地区の良さをアピールする。 200,000円

20 指宿駅香りによるお出迎え事業�（駅前レディース会）
　指宿駅前の足湯付近にジャスミン等の香木の鉢植えを配置し、観光
客に香りのおもてなしを行い、旅の思い出作りを演出する。 200,000円

21 玉手箱による竜宮演出事業�（指宿駅前通り会）
　いぶたま運行で竜宮伝説が注目されていることから、土産品の送付
やイベント等で使用できる紙製の玉手箱を製作し、活用を図る。　 460,000円

21
事
業
を
採
択

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
２
次
募
集
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東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の

　
　
　
　
　
　

義
援
金
・
支
援
金

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
や
支
援
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
種
団
体
が
、
街
頭
募
金
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金
等
に
つ
い
て
、
市
や
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
被
災
地
へ

送
ら
れ
た
額
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
４
月
18
日
申
し
出
分
ま
で
を
掲
載
）

　

な
お
、
団
体
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
一
個
人
と
し
て
多
く
の
方
々
か
ら
も
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
１
日

で
も
早
く
、
日
常
生
活
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
に
、
市
で
は
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
提
供

　

被
災
者
へ
提
供
す
る
市
営
住
宅

の
戸
数
は
、
12
戸
で
す
。

　

住
居
の
期間

は
原
則
１
年
と
し

ま
す
が
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て

は
延
長
が
可
能
で
す
。 

　

家
賃
と
敷
金
は
免
除
で
、
連
帯

保証

人
も
不
要
で
す
が
、
光
熱
水

費
は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
課
施
設
管理

係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

職
員
を
派
遣

　

４
月
11
日
～５

月
５
日
ま
で
、

職
員
３
人
１
組
を
約
10
日
間
ず
つ
、

計
３
組
を
宮
城
県
石
巻
市
に
派
遣

し
、
行
政
機
能
回
復
・
維
持
、
避

難
所
の
運
営
、
救
援
物
資
の
仕
分

け
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
も
被
災
者
を

　

応
援
し
て
い
ま
す

４月11日、指宿庁舎前での出発式の様子

各種団体・募金箱に寄せられた義援金や支援金（４月18日現在）
団　　　体　　　名 金額(円) 団　　　体　　　名 金額(円)

1 いぶすき菜の花マラソン実行委員会 2,000,000 37 南記念クリニック 100,000 
2 南十町グラウンド同好会 5,000 38 みなみ歯科 100,000 
3 いぶすき喜入グラウンドゴルフ交流会 36,491 39 南記念クリニック患者職員一同 50,712 
4 尾掛老人会 10,000 40 ゆのさと薬局 50,000 
5 2008なのはな会 25,339 41 圭裕会チャリティーコンペ 55,600 
6 南桜会 28,000 42 丸善企業グループ 200,000 
7 下吹越地区公民館 176,391 43 株式会社タイガー 60,000 
8 宮ヶ浜自治公民館 35,531 44 有限会社大福 60,000 
9 医療法人橋口医院 500,000 45 株式会社山口商事 60,000 

10 橋口医院職員互助会 102,650 46 株式会社マルハン 60,000 
11 小学生バレーボール菜の花大会 34,924 47 株式会社ユーコー 60,000 
12 小田地区浄心会 50,000 48 薩摩富士荘 47,203 
13 指宿市木曜会 100,000 49 唐船峡そうめん流し 13,415 
14 山川ツマベニ少年太鼓 170,396 50 二月田地区防犯組合 8,500 
15 迫北地区公民館 100,000 51 指宿市職員一同 664,147 
16 指宿市生活研究グループ 25,730 52 宮之前喜生会 5,000 
17 山川中学校 28,260 53 大園原あけぼの会 15,200 
18 大渡公民館 10,000 54 レジャーセンターかいもん 54,224 
19 徳光小学校 8,577 55 かいもん商店 770 
20 指宿舞踊協会 50,000 56 山川砂むし温泉 6,642 
21 指宿舞踊協会（春の踊り募金箱） 101,367 57 西大山駅観光案内所 6,086 
22 株式会社尾辻建設 100,000 58 かいもん山麓ふれあい公園 5,399 
23 柳田小学校 153,618 59 指宿市観光協会 4,255 
24 池田小学校 133,648 60 指宿駅観光案内所 35,632 
25 指宿商業高校生徒会 78,200 61 指宿将棋愛好会 10,000 
26 指宿商業高校インターアクト同好会 90,525 62 家庭倫理の会　南薩 35,837 
27 さよなら「なのはな館」囲碁会 30,000 63 北中･今中合同月見杯ゴルフコンペ 9,200 
28 指宿いわさきホテル（募金箱） 13,629 64 指宿経友会 60,000 
29 瀬崎地区公民館 100,000 65 車イスレクダンス指宿支部 2,955 
30 北指宿中学校　生徒一同 37,173 66 芸能の会 269,240 
31 下吹越地区PTA育成会 10,000 67 九州オールドカーフェスタin指宿かいもん（募金箱） 50,910 
32 (有)マルユ湯通堂青果 2,000,000 68 魚見校区老人会 20,000 
33 湯通堂青果役員・社員および全集荷場  湯通堂青果生産者一同 2,923,601 69 野菜じまん（募金箱） 21,610 
34 (有)マルユエキスプレス 100,000 70 市社会福祉協議会本・支所（募金箱） 12,132 
35 指宿地区ソフトボールスポーツ少年団連絡協議会 112,421 71 市役所各庁舎（募金箱） 753,393 
36 揖宿神社 1,200,000 

※受付日順にて掲載

山川高校生はフラワーパークか
ごしまで募金活動（３／19）

指宿青年会議所はスーパー入口で
募金活動（３／20）

ツマベニ少年太鼓は15周年記念
コンサートで募金活動（３／19）

指宿商業高校生は登校時に正門前
で募金の呼び掛け（３／22～24）

春の踊りでも、入口で来場者の
善意を受け付け（３／27）

活
い

お海道では「一期一会」がチャ
リティーコンサート（３／27）

揖宿神社は浜下り用に集めた
寄付金を義援金に（４／５）

指宿高校では生徒会が古本のチャ
リティーバザー（３／25）

　
　

皆
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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財団法人メディポリス医学研究財団　がん粒子線治療研究センター

【セカンドオピニオン受付窓口】TEL/0993-24-3456【代表】TEL/0993-23-5188

水素イオンなどの粒子線を用いて、がん病巣のみを集中的に破壊する治療法で、
全国的に関心が高まっている最先端のがん治療法です。

❖どんな効果があるの？❖どんな効果があるの？
　がんの診断や治療方法について粒子線治療の専門
医から意見を聞くことができます。また、他の治療
法がないかなどの情報も得ることができます。結
果、治療法について理解が深まり、安心して治療を
受けることができます。

❖粒子線治療の特徴（X線と粒子線による治療の違い）❖粒子線治療の特徴（X線と粒子線による治療の違い）
　がん治療に利用される放射線は、従来の放射線治
療に利用されてきたX線などの光子線と粒子線の２
つに分けられます。粒子線は、エネルギーを病巣に

　メディポリス指宿「がん粒子線治療研究センター」に大理石
像「慈愛」が寄贈され、４月２日に除幕式が行われました。
　この像は、「がん粒子線治療研究センターで治療を受ける患者
の心を癒やし、穏やかな気持ちで治療に臨めるように」との願
いを込めて、鹿児島市在住の永田康子氏から寄贈されたもので、
彫刻家井上周一郎氏制作のものです。
　特に、同センターでは、世界でも初となる粒子線治療の乳が
んへの応用に取り組んでおり、「慈愛」像は、母性を意識した意
匠となっています。

❖どうやって申し込むの？❖どうやって申し込むの？
　まずは担当医に相談してください。セカンドオピ
ニオンを依頼する病院によっては、紹介状や患者に
関する医療情報が必要となる場合があります。患者
の体が第一ですので、遠慮なく相談してください。
また、セカンドオピニオンの申込方法や料金なども
詳しく説明しますので、気軽に電話してください。

がん粒子線治療研究センター
◎粒子線治療とは？

◎「慈愛」像 除幕式
◎セカンドオピニオンとは？

◎メディポリス指宿だからこそできることがあります。

○病巣のみをピンポイントで破壊できるため、
　正常組織への損傷が少ない

○働きながらの通院でも治療が可能

○速やかな社会復帰が可能

患者の診療情報の提供

・診療・治療方針は
  適切か
・他の治療はないか
・患者の不安を解消

担当医以外の
意見を聞きたい

担当医 専門医

患者

集中できる治療法で、がん病巣に多くの線量を照射
しつつ、周囲の正常組織への影響を軽減できます。

セカンド
オピニオンの
イメージ

メディポリス指宿「がん粒子線治療研究センター」での治療が、４月１日からいよいよ本格スタートしました。
これまで、市内の患者が粒子線治療を受けるためには、遠方まで出向かなければなりませんでしたが、同施設での治療が
可能になることで、指宿でも幅広いがん治療を選択できるようになりました。
最先端の医療施設とリゾート施設を融合した「医療リゾート」展開により、県内外はもとより中国、韓国等アジア圏からの患者
が指宿に治療に来ることで、地元の経済効果にも期待が高まります。

４月２日の除幕式の様子

イブちゃんDr.ヒシカワ

自宅から

通院での

治療ができます

日常生活の

リズムを崩さず

治療ができます

仕事を

続けながら

治療ができます

同センターでは、粒子線治療の専門医によるセカンドオピニオンを実施しています。患者からの話や現
在の主治医からの情報提供を基に、より良い治療方針を決定していただくお手伝いをします。

４月１日から本格始動

14広報いぶすき　５月号15 ⅠBUSUKⅠ 2011. ５　No.65



まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　４月４日から16日まで、サッカーＪ１の柏レイソ
ルが、本市で合宿を行いました。同チームが本市で
合宿をするのは初めてです。４月５日、県や市、地
元企業などが地元特産品を、宿泊先のサッカー場で
合宿奨励品として贈呈しました。北嶋秀朗キャプテ
ンは、「特産品で栄養をつけ、しっかりしたトレーニ
ングをして、これから始まるＪリーグ再開に向けて
頑張っていきたい」と話しました。

昨年Ｊ２からＪ１に昇格、活躍を期待

Ｊ リーグ優勝を目指して　　
柏レイソルが初合宿

　４月６日、市内の小・中学校で入学式が行われ、
12小学校で356人、５中学校で380人が入学し、新
しい学校生活を始めました。魚見小では、制服に身
を包んだ新１年生18人が希望に胸膨らませ入場する
と、保護者をはじめ、上級生や先生らが温かい拍手
で迎えてくれました。また、７日には市内３高校で
も入学式が行われ、362人が新しい門出を迎えまし
た。

大 きく羽ばたけ新１年生　
市内各校で入学式

桜の木の下で同級生達と

　４月８日、市内の小・中学校、高校などに赴任し
てきた教職員の宣誓式が市民会館であり、64人が新
任地での活躍を誓いました。式では、今林重夫教育
委員長が、「１日も早く地域に根付き、地域と共に教
育活動にまい進してください」と激励。教職員代表
が「誠実かつ公正に職務を執行することを固く誓い
ます」と宣誓しました。また、式後には茶話会が開
かれ、特産品を味わいながら交流を深めました。

指宿の特産品で歓迎

子 ども・地域のため頑張ります
赴任教職員が宣誓式

　山川中学校が自転車盗難防止モデル校に指定され、
４月12日に指宿警察署長から指定書が交付されまし
た。この運動は、二重ロックや防犯登録の指導を行
うことにより防犯意識を高め、自転車盗難の抑止を
図ろうとするものです。昨年の西指宿中に次いで本
市で２校目になります。生活環境部長の南優大さん
（森松西）が、自転車盗難防止のための意識を高め
る宣言書を読み上げました。

し っかり施錠、盗難防止　
山川中が自転車盗難防止モデル校

生徒を代表して宣言書を読み上げる

　３月27日、花瀬望比公園で比島戦没者慰霊祭がし
めやかに行われました。県内外から遺族ら約1,200人
が献花に訪れ、太平洋戦争の激戦地フィリピンで戦
死した約47万６千人の英霊を偲

しの

び、冥福を祈りまし
た。式典では、顕彰会会長を務める豊留市長が、「国
家の繁栄と世界平和のために、さらに精進努力する
ことを固く誓い、御霊の鎮魂と心の安らぎを念じま
す」と追悼の言葉を述べました。

英霊に献花する遺族ら

終 戦から65年、平和を願う
花瀬望比公園で戦没者慰霊祭

　３月28日、山川・開聞地域でのグループホームを
はじめ、南九州市でも有料老人ホームを運営してい
る有限会社童里夢（坂元ヨシ子代表取締役）から市
に対し、50万円の寄付をいただきました。坂元代表
取締役から、「市の福祉の充実・向上のために役立て
ください」と手渡された豊留市長は、「ありがとうご
ざいます。市民のために使わせていただきます」と
お礼を述べました。

福 祉活動に役立てて
有限会社童里夢が寄付

坂元代表取締役から市長へ手渡される寄付

　市教育委員会は、３月28日の最終本会議で池田昭
夫氏が教育委員として承認されたことを受け、４月
１日に臨時会を開き、同氏を教育長に任命しました。
任期は４年間。池田教育長は、「３回目の指宿市。『お
帰りなさい』と言われ感激しました。未来を担う青
少年の育成のため、保護者や地域住民に愛され、信
頼される学校づくりに努めます」と、これからの抱
負を話しました。

愛 され信頼される学校に
教育長に池田昭夫氏

　３月19日、指宿駅前広場で「地域と大学とのロー
カルシンフォニーin指宿」が行われました。この事
業は、市の地域課題を見つけ、その解決策を鹿児島
大学と一緒に探っていく社会貢献事業です。３年目
の今回は「駅前美術館」と題して、市内の小・中学
生や高校生、園児たちが指宿駅前広場での絵画教室
を楽しみました。また、観光客や地域住民らもモデ
ルで参加し、会場は活気に満ちていました。

指 宿駅前でアート体験　
地域と大学とのローカルシンフォニー

思いどおりの絵が描けたかな

【略歴】
鹿児島大学教育学部卒
指宿市教育委員会勤務
県揖宿教育事務所長
鹿児島市立清水小校長
鹿児島市吉野公民館長
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８
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日
）

※
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行

■
時
間　
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時
〜
16
時
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平
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園
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指
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���



㉒
５
８
２
８

参加者募集
　14日（土）に行うリレーの祭典の参
加者を募集しています。
　申込方法等、詳しくは問い合わせ
てください。
交通規制
　当日は交通規制を行います。詳細
は、大会前に各家庭に配布されるチ
ラシをご覧ください。
問い合わせ先

指宿トライアスロン大会スポーツ
フェスタ事務局
☎099-253-2333

指
宿
枕
崎
線

●指宿市役所

●指宿商工会議所

●指宿税務署

●
こころの湯●

ふれあいプラザ
なのはな館

指宿市営●
野球場　

●
魚見小

　

▲魚見岳

スタート

▲

田口田

至
 鹿
児
島
市

二月田

JR二月田駅

JR指宿駅

JR宮ケ浜駅

●休暇村指宿

トライアスロン
バイクコース１～３往復
（サイクルレースもこのコースを使用）

トライアスロン
ランコース２往復

折り返しポイント

折り返しポイント

魚見港

田良岬

砂州

休暇村指宿
芝生広場頂上ゴール

●

●指宿市
　観光協会

10
km

知林ヶ島・砂州
ウオークラリー

4.6
km40

km

3
km

トライアスロン
スイムコース２周

1.5
km

●
指宿総合
体育館

魚見岳
ヒルクライムレース

238

238

226

GOAL

リレーの祭典など
【会場】指宿総合体育館

市民会館

受付

指宿総合
体育館

指宿市営
陸上競技場

●指宿白水館

知林ヶ島

提
案
公
募
型
補
助
事
業

い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ

催
し

  

   

    

学
び
の
ふ
る
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講
座

　

時
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館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
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で
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惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
」
帰
還
カ
プ
セ
ル
展
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会
の
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連
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。「
は
や
ぶ
さ
」

が
旅
し
た
宇
宙
の
こ
と
に
つ
い
て
、

最
新
情
報
も
含
め
た
、
楽
し
く
、

分
か
り
や
す
い
講
演
会
で
す
。

　

宇
宙
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
新

し
い
発
見
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
謎

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
家
族
み

ん
な
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
14
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ　

１
階
講
堂

■
演
題　

「
不
思
議
な
謎
が
い
っ

ぱ
い
！　

宇
宙
っ
て
な
に
？
」

■
講
師　

前
田
利
久
氏
（
県
立
博

物
館
学
芸
主
事
）

■
対
象　

一
般
・
子
ど
も

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

■
期
日　

５
月
８
日（
日
）

※
雨
天
決
行 

■
場
所　

14
時
30
分
ま
で
に
休
暇

村
指
宿
別
館
芝
生
広
場
集
合

■
終
了　

17
時
予
定

■
距
離　

約
５
㎞

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

５
月
７
日（
土
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務局

（
担
当
・下

吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務局

（
担
当
・下

吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

　������������������クリーン指宿は、快適で住みやすい環境
をつくるための市民参加による清掃作業で
す。皆さんの協力をお願いします。
■期日　５月�����������８����������日���������（日）　�����※雨天中止
問い合わせ先
　�������������クリーン指宿市民会議事務局
　☎�����㉒����5550

春の
クリーン指宿

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

知
林
ヶ
島

周
遊
ウ
オ
ー
ク

いぶすきフラフェスティバル第
８
回

■期日　５月20日(金)～22日(日)
■場所　市民会館ほか
※詳細については、後日、各家庭に配布される
　チラシをご覧ください。

問い合わせ先
いぶすきアロハのまちづくり実行委員会
（市観光協会内）
☎㉒3252

指宿にアロハの季節到来。県内外のフラ愛好家たちが華やかな踊りを披露します

第25回記念大会
指宿トライアスロン大会
スポーツフェスタ2011

５月14日（土）
９：00～12：00 知林ヶ島・砂州ウオークラリー

10：00～12：00 軽スポーツの祭典

12：00～16：00 池田湖カヤック体験教室

15：00～16：00 魚見岳ヒルクライムレース

15：00～16：30 リレーの祭典

５月15日（日）
９：00～15：00 祭典（陸上競技場駐車場）

９：30～11：00 トライアスロンＢ

９：45～10：40 アクアスロン

10：00～14：00 トライアスロンＡ

第25回記念大会指宿トライアスロン大会スポーツフェスタが
５月14日（土）～15日（日）に開催されます。
アスリートたちの挑戦に、皆さんの声援をお願いします。
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ャ
ン
プ
な
ど
の
自
主

活
動
を
行
っ
て
い
る
指
宿
子
ど
も

劇
場
が
、
例
会
（
演
劇
）
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
24
日（
火
）19
時
～

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ

■
演
目　

お
ま
え
う
ま
そう

だ
な

　

（
原
作
・
宮
西
達
也
氏
）

■
演
じ
手　

人
形
劇
団
む
す
び
座

■
観
劇
料　

無
料
（
た
だ
し
、
指

宿
子
ど
も
劇
場
の
会
員
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
会
金
３

　

０
０
円
、
月
会
費
１
，０
０
０
円

で
当
日
申
し
込
み
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
子
ど
も
劇
場

　

☎
㉓
４
５
２
１

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

宮
ヶ
浜
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
の
会

で
は
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
を
養
成

す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

■
開
講
日　

５
月
11
日（
水
）

※
５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
月
第

２
水
曜
日
（
計
６
回
）

■
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所　

宮
ヶ
浜
自
治
公
民
館

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

宮
ヶ
浜
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
の
会

☎
㉕
２
２
４
７
（
上
野
）

東
川
隆
太
郎
さ
ん
と
行
く

い
ぶ
す
き
フ
ロ
ー
ツ
ア
ー

■
期
日　

５
月
22
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

市
役
所
指
宿
庁
舎
正
面

玄
関
前
に
９
時
15
分
ま
で
に
集

合
（
16
時
終
了
予
定
）

■
募
集
人
員　

35
人
（
最
少
催
行

人
数
25
人
）

■
案
内
人　

東
川
隆
太
郎
氏
（
か

ご
し
ま
探
検
の
会
代
表
理
事
、

い
ぶ
す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会

顧
問
）

■
内
容　

東
川
隆
太
郎
さ
ん
の
案

内
で
、
市
内
の
温
泉
名
所
を
バ

ス
で
ゆ
っ
た
り
巡
り
ま
す
。

■
参
加
費　
３
，８
０
０
円
（
バ
ス
・

昼
食
代
、
保
険
料
は
含
み
ま
す

が
、
入
浴
料
は
別
途
実費

）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
17
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会

事
務局

（
い
ぶ
す
き
観
光
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
内
）

☎
㉖
３
９
３
９

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
ド

イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
本
市

に
招
き
、
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
滞
在
期間中


の
参
加

者
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
世
帯　

９
世
帯

■
受
入
日
程

①
７
月
26
日（
火
）夕
食
～
27
日（
水
）

　

朝
食

②
７
月
28
日（
木
）夕
食
～
29
日（
金
）

　

朝
食

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
事
業

第
１
次
試
験

　

期
日　

６
月
26
日（
日
）８
時
～

　

受
付

　

場
所　

指
宿
庁
舎
３
階
大
会
議

　

室
第
２
次
試
験

　

期
日　

７
月
下
旬
（
予
定
）

申
込
受
付
期
間

５
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）の

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

※
５
月
20
日（
金
）の
消
印
有
効

郵
便
に
よ
る
請
求
の
場
合

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

切
手
を
張
っ
た
あ
て
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を

同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
申
込
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
保
健
師
以
外
の
職
種
（
一
般
行

政
職
な
ど
）
の
採
用
試
験
に
つ

い
て
は
、
９
月
中
旬
に
行
う
予

定
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
総
務
課
人
事
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

募
集

宮
ヶ
浜

ま
る
ご
と
博
物
館

花
火
大
会

■
日
時　

６
月
４
日（
土
）20
時
～

※
雨
天
順
延

み
な
と
祭
り

■
期
日　

６
月
５
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
主
な
内
容
・
時
間

○
船
団
パ
レ
ー
ド　

８
時
30
分
～

　

９
時
30
分

○
街
頭
パ
レ
ー
ド　

10
時
～

○
演
芸
会　

12
時
～
16
時

■
場
所　

山
川
港
水
揚
げ
場
お
よ

び
そ
の
周
辺

出
演
者
・
参
加
者
を
募
集

　

演
芸
会
の
出
演
者
、
踊
り
連
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
20
日（
金
）

※
演
芸
会
は
、
出
演
枠
（
約
10
団

体
・
個
人
）
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菜
の
花
商
工
会
本
所

　

☎
�
１
１
４
１

第
78
回

　

山
川
み
な
と　
　

 

り

　

港
の
繁
栄
と
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
山
川
み
な
と
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

前
日
に
は
花
火
大
会
が
あ
り
、
夜
空
と
水
面
に
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
当
日
は
、
船
団
パ
レ
ー
ド
や
踊
り
連
に
よ
る
街
頭
パ

レ
ー
ド
、
演
芸
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

フ
ロ
ー
ツ
ア
ー
の

参
加
者

市職員を募集

「明日のいぶすき」ともに築きませんか

市は、「豊かな資源が織りなす食と健
康のまち」の実現に向けて、指宿の
未来を描き、熱い情熱を持ちながら
まちづくりに挑戦しつづける職員を
募集します。

Information

 

情報掲示板

職種・試験学歴区分・受験資格等

職��　�種 採用人員 試験学歴
区　　分 受������������　　　���������験��������　　　�����資����　　　�格

保健師 若干名 大学卒業

①　昭和52年４月２日から平成２年４月１日までに生ま
れた�人

②　学校教育法に基づく大学（同資格を含む。）以上の学
歴を有する��������������������人�������������������または平成24年３月までに卒業する見込
みの�����������������������人����������������������で、保健師の資格取得者または平成24年３月ま
でに取得見込みの�人

指
宿
子
ど
も
劇
場

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！

■
受
入
人
数　

１
世
帯
当
た
り
１

人
※
対
象
者
の
年
齢
・性

別
は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
募
集
締
切
日　

５
月
31
日（
火
）

■
そ
の
他　

食
費
程
度
の
謝
金
を

支
払
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

　

市
で
は
、
中
学
生・

高
校
生
を

対
象
に
「
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
友
達
づ

く
り
、
自
然
探
訪
や
文
化
・生

活

体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
、
広
大
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
「
世
界
」
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る

中
学
生
、
高
校
生

■
予
定
期
間　

８
月
16
日（
火
）～

８
月
28
日（
日
）

※
状
況
に
よ
っ
て
は
、
期間

が
短

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
数　

20
人
（
最
少
催
行

人
数
10
人
）

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

選
考
が
あ
り
ま
す
。

■
派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市
（
姉
妹

都
市
）

※
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
グ
ラ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
の
授
業
に
参
加
し
、

生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま

す
。

■
参
加
料　

旅
費
、
研
修
費
、
手

数
料
等
が
必
要
で
す
（
別
途
、

市
か
ら
半
額
程
度
の
補
助
が
あ

り
ま
す
）。

■
応
募
方
法　

学
校
で
配
布
さ
れ 

る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
外
の
学

校
に
通
う
学
生
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

５
月
18
日（
水
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む

れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

青
少
年
海
外
派
遣
の

参
加
者
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ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
日
常

の
受
付
、
清
掃
な
ど
に
従
事
す
る

パ
ー
ト
従
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る

健
康
な
人
（
土
・
日
・
祝
日
出

勤
可
能
な
人
優
遇
）　

■
勤
務
内
容　

受
付
お
よ
び
清
掃

業
務

■
勤
務
時
間　

８
時
～
22
時
の
う

ち
、
６
～
７
時
間
の
週
４
日
程

度　
■
賃
金　

時
給
７
０
０
円
～
７
３

　

０
円

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

最
近
撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し

た
上
半
身
の
写
真
を
張
り
、
ヘ

ル
シ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
20
日（
金
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
５
１
１

指
宿
市
山
川
福
元
３
２
９
２

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド

☎
㉗
６
９
６
６

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の

パ
ー
ト
従
業
員

お
知
ら
せ

Information情報掲示板

①
艇
庫
、
そ
の
他
の
施
設

■
期
間　

７
月
17
日（
日
）～
９
月

30
日（
金
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
時
間　

９
時
～
16
時
（
う

ち
、
８
月
13
日
～
15
日
と
月
曜

日
は
休
み
）

■
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
や
艇
庫
、

体
育
館
の
監
視

■
そ
の
他　

船
舶
免
許
を
取
得
し

て
い
る
人

②
プ
ー
ル
、
そ
の
他
の
施
設

■
期
間　

７
月
21
日（
木
）～
８
月

31
日（
水
）

■
募
集
人
員　

６
人

■
勤
務
時
間　

13
時
～
16
時
（
う

ち
、
８
月
13
日
～
15
日
と
月
曜

日
は
休
み
）

■
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
や
体
育
館

の
監
視

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
㉟
２
０
１
６

■
講
座
名　

い
ぶ
よ
う
の
ぞ
み
講

座
■
対
象
者　

一
般

■
定
員　

15
人

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
材

料
代
は
必
要
）

■
内
容　

陶
芸
（
花
器
等
）・
手
工

芸
（
染
色
等
）・
健
康
増
進
運
動

（
軽
ス
ポ
ー
ツ
）
講
座

■
注
意
事
項　

各
３
回
程
度
の
全

10
回
す
べ
て
の
受
講
が
原
則
で
、

講
座
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
25
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

指
宿
養
護
学
校
（
担
当
・
森
田
）

☎
㉓
３
２
１
１

　

Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
２
施
設
で
そ
れ
ぞ
れ
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

高
校
生
以
上
の
健
康
な

人
■
賃
金　

次
の
①
②
と
も
に
時
給

７
０
０
円

指
宿
養
護
学
校

生
涯
学
習
県
民
大
学

Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー

ア
ル
バ
イ
ト

　

市
で
は
、
市
内
在
住
の
農
業
従

事
者
を
対
象
に
、
農
業
用
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
い
ぶ
す
き
を
販売

し
ま
す
。

　

家
庭
用
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
と

同
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
販
売
価
格　

１
ℓ
当
た
り
10
円

■
販
売
場
所　

山
川
農
業
セ
ン
タ

ー
（
山
川
大
山
）

■
購
入
方
法　

購
入
を
希
望
す
る

人
は
、
指
定
の
日
時
に
容
器
（
き

れ
い
に
洗
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
ポ
リ
タ
ン
ク
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
販
売
日
時　

５
月
13
日（
金
）・

27
日（
金
）　

９
時
～
15
時

農
業
へ
の
活
用
と
効
果
の
例

（
耕
種
）

○
希
釈
し
て
液
肥
と
し
て
散
布
す

る
こ
と
で
、
作
物
の
品
質や

糖

度
、
収
量
が
向
上
し
た
。

○
希
釈
し
て
葉
面
散
布
す
る
こ
と

で
病
害
虫
の
予
防
に
な
っ
た
。

○
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を
利
用
す

る
と
作
物
の
鮮
度
保
持
期間

が

長
く
な
っ
た
。

農
業
用
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

い
ぶ
す
き
を
販
売

（
畜
産
）

○
定
期的

に
畜
舎
内
に
散
布
す
る

こ
と
で
、
臭
気
抑
制
や
家
畜
の

健
康
状
態
の
向
上
・
病
気
の
軽

減
に
つ
な
が
っ
た
。

○
堆た

い

肥
製
造
時
に
散
布
す
る
こ
と

で
、
臭
気
抑
制
と
発
酵
促
進
が

図
ら
れ
た
。

※
事
例
は
一
例
で
、
効
果
を
保証


す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
家
庭
用
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
」

と
の
違
い

　

家
庭
用
は
、
材料

に
白
砂
糖
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
農
業
用
で

は
、
糖
蜜
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

黒
褐
色
で
独
特
の
に
お
い
が
し
ま

す
。
ま
た
、
農
業
用
と
し
て
販売


す
る
の
は
２
次
培
養
液
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

　

市
で
は
、
大
字
十
二
町
・
十
町

の
一
部
に
お
い
て
住
居
表
示
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
区
域
は
、
大牟礼


一
丁
目

～
五
丁
目
、湊
一
丁
目
～
四
丁
目
、

湯
の
浜
一
丁
目
～
六
丁
目
で
す
。

こ
れ
ら
の
区
域
内
で
、
建
物
を
新

築
・
改
築
・
取
り
壊
し
を
す
る
際

は
、
住
居
表
示
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
住
居
表
示
と
は

住
所
を
表
す
場
合
、
例
え
ば
こ

れ
ま
で
は
、
十
二
町
○
○
○
番

地
の
よ
う
に
土
地
の
地
番
を
使

っ
て
住
所
を
表
示
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
地
番
が
入
り
組

ん
で
い
る
地
域
で
は
、
家
の
場

所
が
見
つ
け
に
く
か
っ
た
り
、

郵
便
物
の
誤
配
が
あ
っ
た
り
す

る
な
ど
、
日
常
生
活
に
不
便
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

建
物
の
主
な
出
入
口
を
基
準
と

し
、
住
居
番
号
を
順
番
に
付
け

る
「
住
居
表
示
」
が
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

本
籍
の
表
示
や
住
居
表
示
後
の

戸
籍
は
、
町
名
（
例
・
十
二
町

→
湯
の
浜
○
丁
目
）
だ
け
が
新

た
に
訂
正
さ
れ
、
番
地
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

■
新
築
・
取
り
壊
し
な
ど
は
届
け

出
を

建
物
を
新
築
・
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
住
居
番
号
の
新
設
・
廃

止
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

改
築
し
た
場
合
も
、
住
居
番
号

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
速
や
か
に
市
長
公
室
総
合

調
整
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
証明

書
の
発
行
を
受
け
た

後
に
、
住
民
異
動
届
な
ど
の
手

続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、届
け
出
の
際
は
、建
物
・

入
口
の
位
置
が
確
認
で
き
る
図

面
な
ど
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
に
必
要
な
書

類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

住
居
表
示
の
申
請
を

 「
大
牟
礼
・
湊
・
湯
の
浜
」
地
区
　

����



�
���


�
���



市
で
は
、
牛
ま
た
は
豚
の
購
入

に
か
か
る
資
金
の
一
部
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る
平
成
23
年
度
家
畜

購
入
資
金
の
借
り
入
れ
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

経
営
の
改
善
を
図
ろ

う
と
す
る
市
内
の
農
業
従
事
者

で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

○
牛
は
常
時
３
頭
以
上
、
豚
は
常

時
繁
殖
豚
３
頭
以
上
ま
た
は
肥

育
豚
50
頭
以
上
を
飼
育
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
多
頭
化
し
よ

う
と
す
る
農
家

○
耕
地
面
積
10
ａ
以
上
を
有
し
、

家
畜
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
農

家
○
畜
種
を
優
良
家
畜
に
転
換
し
よ

う
と
す
る
農
家

■
貸
付
金
額　

家
畜
の
購
入
金
額

の
７
割
以
内

■
貸
付
金
利　

無
利
子

■
連
帯
保
証
人　

２
人
（
同
一
生

計
で
な
い
人
）

■
償
還
期
間

○
牛　

１
年
据
置
後
４
年
以
内

○
豚　

１
年
据
置
後
３
年
以
内

■
申
込
締
切
日　

５
月
31
日���



（
��

火
�）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�������






�
����




㉒
������





�
����




２
１
１
１
��

�
����




（
�
�
����




内
線
７
１
６
�）

　

����������









�
�

市
で
は
、
優
良
農
地
の
確
保・


保
全
施
策
等
に
つ
い
て
定
め
た
「
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
見
直

し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

������������












こ
れ
に
伴
い
、
農
用
地
利
用
計

画
変
更
処
理
を
一
時
休
止
し
ま
す
。

　

�������������













変
更
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
地
を
住
宅
や
店
舗
、
資
材
置

き
場
な
ど
、
農
業
以
外
の
目
的

で
使
用
す
る
場
合（「
除
外
」）

○
新
た
に
農
用
地
区
域
を
設
定
す

る
場
合（「
編
入
」）

○
農
業
用
の
倉
庫
や
畜
舎
、
堆
肥

舎
な
ど
を
設
置
す
る
場
合（「
用

途
変
更
」）

■
変
更
申
し
出
の
締
切
日

　

６
月
30
日���



（
��

木
�）

■
休
止
期
間
（
予
定
）

７
月
１
日������





（
�����




金
����



）���



～
平
成
24
年
６

月
29
日���



（
��

金
�）

※
進
ち
ょ
く
状
況
に
よ
り
、
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
村
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�������






�
����




㉒
������





�
����




２
１
１
１
（
内
線
７
１
０
）

　

東
日
本
大
震
災
で
、
一
時
的
に

他
市
町
村
へ
避
難
し
て
い
る
被
災

者
が
い
ま
す
。
福
島
県
で
は
、
同

県
出
身
の
そ
の
よ
う
な
人
に
対
し
、

安
否
確
認
等
の
た
め
の
連
絡
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
囲
に
避
難
し
て
い

る
人
が
い
た
ら
、
居
住
し
て
い
た

市
町
村
へ
現
住
所
、
連
絡
先
を
知

ら
せ
る
よ
う伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　

������





�
�
�
���



な
お
、
福
島
県
双
葉
郡
に
住
ん

で
い
た
�������






�
�
�

人
������





�
�
�

へ
は
、
福
島
県
双
葉
郡

支
援
セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０-

０
０
６-

８
６
５
）

へ
至
急
連
絡
す
る
よ
う
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
係

☎
�������






�
����




㉒
������





�
����




２
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

無
利
子
で
貸
し
付
け

家
畜
購
入
資
金

休
止
し
ま
す

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

ご
連
絡
を

東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
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人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
65

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務大

臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会

に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
や
自
由

人
権
思
想
を
広
め
、
住
民
の
人
権

が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
守
り
、

人
権
の
大切

さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
に
併
せ
、
地
域
に
密
着

し
た
存
在
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
無
料
の
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
」
な
ど
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
人
権
擁
護
委
員
に
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日（
水
）

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

次
回
の
特
設
人
権
相
談
所

子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会

　

市
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
等
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
15
日（
日
）15
時
～

　

17
時 

■
場
所　

市
民
会
館

■
講
師　

波
多
江
正
紀
氏
（
鹿
児

　

島
市
立
病
院
産
婦
人
科
部
長
）

■
演
題　

「
子
宮
頸
が
ん
は
予
防

　

で
き
る
」　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

市
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
相
当
年
齢
ま
で
の
女
子
を

対
象
に
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で

す
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意

接
種
で
あ
り
、
定
期
の
予
防
接
種

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
保
護
者
は
子
宮
頸
が
ん
の
正

し
い
知
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
医

師
か
ら
の
説
明
に
十
分
納
得
し
た

上
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

子
宮
頸け

い
が
ん
予
防

講
演
会
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

○毎年１回は、狂犬病予防注射を忘
れずに接種しましょう。

　狂犬病予防注射料　　　3,000円
○犬を飼ったら、必ず登録（生涯１回）
をしましょう。

　登録手数料（生涯登録）3,000円

狂犬病予防注射を受けるときの注意
①犬は、しっかりと固定できる人が
連れて来てください。

②注射前後は、できるだけ安静にさ
　せ、激しい運動は避けてください。
③まれに、注射後にショックを起こす
ことがあります。異常があったら、
すぐに獣医師に相談してください。

④注射後、約２週間は他の予防注射
の接種は避けてください。

⑤妊娠中や授乳中の犬の予防接種は
避け、後日接種してください。

⑥注射会場を汚さないように心掛け、
犬の排便等は持ち帰ってください。

※山川・開聞地域については、５月
下旬から６月初旬に実施します。

　詳細の日程は、広報紙５月号お知
らせ版に掲載します。

問い合わせ先
　指宿保健センター
　☎�����㉒����2111（内線281）

平成23年度 犬の登録と狂犬病予防注射

５月16日（月）
狂犬病予防注射日程（指宿地区）

９：00～ 9：30　尾建公園前
９：35～10：00　丹波校区公民館
10：10～10：30　西公園（指宿図書館裏）
10：35～10：55　ホワイトホールなかこうじ
11：00～11：30　指宿保健所（旧指宿合庁）

	
９：00～９：25　向吉公民館
９：30～９：55　下里公民館
10：00～10：20　摺ヶ浜中南公民館
10：25～10：55　迫中公民館
11：00～11：30　稲荷神社前

	
９：00～９：25　潟口公民館
９：30～９：55　潟山公民館
10：05～10：30　五郎ヶ岡公民館
10：35～11：05　下吹越公民館
11：10～11：30　尾掛生活改善センター

	
９：00～９：30　温湯公民館
９：35～10：00　道上公民館
10：05～10：30　道下公民館
10：35～11：00　道下上公民館
11：05～11：30　大園原公民館

	
９：00～９：30　玉利公民館
９：40～10：05　宮公民館
10：10～10：30　柳田校区公民館
10：40～11：00　弥次ヶ湯公民館
11：05～11：35　指宿保健センター

９：00～９：20　外城市公民館
９：30～９：50　今和泉校区公民館
10：00～10：20　小牧営農研修センター
10：30～11：00　新西方中央公民館
11：10～11：30　下門公民館

	
９：00～９：30　ＪＲ宮ヶ浜駅前
９：40～10：10　岩本漁村センター
10：20～10：40　瀬崎公民館
11：00～11：20　畠久保公民館

	
９：00～９：20　石嶺公民館
９：30～９：50　池崎公民館
10：00～10：20　中浜営農研修センター
10：30～10：50　大迫公民館
11：00～11：30　池田校区公民館

９：00～９：30　垂門集会施設
９：40～10：00　宮之前営農研修センター
10：05～10：30　中川公民館
10：40～11：30　指宿保健センター

５月24日（火）

５月25日（水）

５月26日（木）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ

れ
ば
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

総
務大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
中
立
・
公
正
な

立
場
で
助
言
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

　

��������








次
の
方
々
が
、
平
成
23
年
４
月

１
日
付
け
で
、
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

○
指
宿
地
域
担
当

　

今
村
新
作

　

十
町
２
８
３
８

　

☎
����



�

㉓
���


�

４
２
８
５

○
山
川
地
域
担
当

　

田
中
誠
一

　

山
川
福
元
67

−

３

　

☎
�����





㉟
����




２
１
１
０

○
開
聞
地
域
担
当

　

村
山
陽
子

　

開
聞
仙
田
２
１
５５


　

☎
�
����




㉜����





４
８
１
４

　

市
で
は
毎
年
、
65
歳
以
上
の
市

民
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
を
、

各
地
区
の
民
生
委
員
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
高
齢
者
の
状
況
把

握
の
基
礎
資
料
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対
応
、

緊
急
時
の
関
係
者
へ
の
連
絡
や
見

守
り
活
動
等
の
た
め
の
参
考
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
の
秘
密
に
つ

い
て
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
行
政
に
必
要
な
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
行

う大切


な
調
査
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
長
寿
社
会
係

☎
�������






�
�
�
��


㉒
������





�
�
�
��


２
１
１
１
��

�
�
�
��


（
�
�
�
�
��


内
線
２
５
１
�）

『
ひ
ろ
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し

た　

思
い
や
り
』

　

�
�
��

�
�����




�
�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚生


労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
身
近
な
相
談

者
と
し
て
地
域
福
祉
向
上
の
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　

���������








�
��


地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
秘

密
を
守
り
、
人
権
を
尊
重
し
な
が

ら
、
誠
意
を
持
っ
て
支
援
し
ま
す
。

　

������





�
�����





ま
た
、
災
害
発
生
時
に
支
援
が

必
要
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
を

把
握
し
、
災
害
発
生
時
に
は
安
否

確
認
等
を
行
い
ま
す
。

　

�
�
�����




�
����




困
っ
て
い
る
こ
と
や
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

����������









�
�

必
要
に
応
じ
、
関
係
機
関
や
団

体
な
ど
と
連
携
し
て
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

『
地
域
社
会
か
ら
子
ど
も
の
虐
待

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
』

　

��

�
���


�
�
�
���



児
童
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、

成
長
・
発
達
が
妨
げ
ら
れ
、
と
き

に
尊
い
命
さ
え
奪
わ
れ
て
し
ま
う

痛
ま
し
い
事
件
が
、
全
国
各
地
で

起
き
て
い
ま
す
。

　

�������������












「
お
か
し
い
」「
何
か
変
だ
」
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　

�
�
５月

12
日�
�
��

（
�
��
木�
�）�～
18
日���



（
��

水
�）

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
�������






�
����




㉒
������





�
����




２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

あ
な
た
の
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

行
政
相
談
所
の
開
設

期　　日 時　　間 場　　　所
５月10日（火） 10：00～12：00 山川文化ホール

17日（火）
10：00～13：00 指宿老人福祉センター

18日（水）
24日（火） 10：00～12：00 山川図書館
26日（木）

12：00～15：00 開聞農業構造改善センター27日（金）
28日（土）

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

実
態
調
査
に
ご
協
力
を

５月17日（火）

５月18日（水）

５月19日（木）

５月20日（金）

５月23日（月）
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年
の
４
月
か
ら
だ
ん
な
の

　
　
　

実
家
の
農
業
を
手
伝
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
で
き

る
か
不
安
で
す
が
、
頑
張
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。（
28
歳
・
ゆ
ち

マ
マ
）

　
　
　

波
小
学
校
の
新
し
い
校
庭

　
　
　

に
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が

帰
っ
て
き
ま
し
た
。（
45
歳
・
オ
ク

ラ
）

　
　
　

日
本
大
震
災
の
大
惨
事
が

　
　
　

連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
九
州
新
幹
線
開

業
に
い
ぶ
た
ま
運
行
、
花
か
ご
し

ま
２
０
１
１
も
開
催
。
訪
れ
る
観

光
客
の
方
々
に
は
、
鹿
児
島
や
指

宿
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
63
歳
・
彦
星
）

　
　
　

産
・
子
育
て
で
５
年
間
、

　
　
　

主
婦
を
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
働
こ
う
と
活
動
し
た
も

の
の
、
職
業
柄
、
夜
勤
は
不
可
欠

で
、
な
か
な
か
幼
い
子
ど
も
が
い

る
中
で
の
就
職
は
難
し
い
で
す
。

早
く
働
き
た
い
で
す
。（
40
歳
・
女

性
）

　
　
　

ど
も
と
保
健
セ
ン
タ
ー
開

　
　
　

放
日
を
よ
く
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
で

遠
く
に
停
め
る
こ
と
が
多
く
て
困

っ
て
い
ま
す
。
２
、
３
人
の
子
連

れ
や
雨
の
日
は
大
変
だ
と
思
う
の

で
、
職
員
の
駐
車
場
所
な
ど
検
討

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
25
歳
・
指
好
き
マ
マ
）

　
　
　

健
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
駐

　
　
　

車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
行
事
日
を
周

知
し
て
、
利
用
者
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
今
後
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

院
時
に
イ
ッ
シ
ー
バ
ス
を

　
　
　

利
用
し
て
い
ま
す
。
と
て

も
便
利
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。（
79

歳
・
女
性
）

　
　
　

後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

　
　
　

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
運
行
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

役
所
の
近
く
に
住
ん
で
い

　
　
　

る
た
め
、
資
源
ご
み
は
た

ま
る
た
び
に
市
役
所
の
収
集
所
に

持
っ
て
行
け
る
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。
で
も
な
ぜ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
空
き
缶
を
つ
ぶ
し
た
ら
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
分
か
ら
な

い
の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
27
歳
・

は
た
ら
く
車
屋
さ
ん
）

　
　
　

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
は
、

　
　
　

機
械
で
押
し
つ
ぶ
し
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
状
に
し
ま
す
。
つ
ぶ
れ

た
状
態
で
機
械
で
押
し
つ
ぶ
す
と

く
っ
つ
き
に
く
く
、
は
が
れ
や
す

い
た
め
、
資
源
ご
み
で
は
つ
ぶ
さ

な
い
ま
ま
の
状
態
で
回
収
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

月
初
旬
、
桜
の
季
節
。
満

　
　
　

開
の
桜
並
木
。
魚
見
岳
は

有
名
で
す
よ
ね
。
で
も
、
山
川
の

鷲
尾
岳
の
桜
も
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
し
か
し
、
ご
み
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
落
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
の

ご
み
を
野
鳥
が
つ
つ
き
、
そ
の
ご

み
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
の
桜
並
木
も
残
念
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
桜
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

ご
み
は
き
ち
ん
と
持
ち
帰
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。
次

に
来
る
人
が
楽
し
め
る
よ
う
に
…
。

（
41
歳
・
と
も
り
ん
）

　
　
　

し
い
環
境
は
市
民
の
財
産

　
　
　

で
す
。
み
ん
な
で
大切

に

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

は
鹿
児
島
市
内
に
勤
務
し

　
　
　

て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

指
宿
に
貢
献
で
き
る
仕
事
を
し
た

い
と
決
意
し
、
３
月
末
で
退
職
し

ま
し
た
。
指
宿
に
は
素
敵
な
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
田
良
浜

付
近
で
は
、
流
れ
星
を
た
く
さ
ん

見
る
こ
と
が
で
き
、
メ
デ
ィ
ポ
リ

ス
指
宿
の
天
珠
の
館
の
展
望
台
か

ら
の
眺
め
は
絶
景
で
す
。
ま
た
、

長
崎
鼻
の
龍
宮
神
社
は
縁
結
び
の

神
様
で
、
壷つ

ぼ

の
中
に
あ
る
貝
殻
に

マ
ジ
ッ
ク
で
願
い
事
を
書
き
、
隣

り
の
壷
へ
入
れ
る
と
願
い
が
叶
う

そ
う
で
す
。（
44
歳
・
花
）

　
　
　

宮
神
社
の
拝
殿
の
建
設
が

　
　
　

始
ま
り
ま
し
た
。
６
月
末

に
完
成
予
定
で
す
。

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

今

東

天珠の館からの眺め

子保通

校庭で元気に遊ぶ子どもたち

市

私

Information

ペ

美

　
こ
ど
も
の
日 

　
月
の
広
報
ご
よ
み 

1　
月
の
広
報
ご
よ
み 

　
月
の
広
報
ご
よ
み 

55

         

い
ぶ
す
き
フ
ロ
ー
ツ
ア
ー  

 

い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
　
日
） 

    

子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会 

指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ（
〜
　
日
） 

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座 

 
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日（
〜
　
日
） 

   

い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ 

春
の
ク
リ
ー
ン
指
宿 

知
林
ヶ
島
周
遊
ウ
オ
ー
ク 

  

　
み
ど
り
の
日 

　
憲
法
記
念
日 

  

行

事

な

ど

 

3031 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 曜 月 火 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 

1522 18

※
６
／
４(

土) 

山
川
み
な
と
祭
り
花
火
大
会 

※
６
／
５(

日) 

山
川
み
な
と
祭
り 

 

                      

◎
指
宿
図
書
館

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館

☎
㉟
3
3
0
0

◎
開
聞
図
書
室

☎
㉜
4
8
7
7

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
新幹線の歴史、車両、
技術を集大成した決定
版。「新幹線新時代」の
企画では、３月に開通
した九州新幹線の運転
士や新総合車両基地な
ども紹介。新幹線の魅
力についてより深く知
ることのできる１冊。

【内容】
なぜ１時間は60分で、
１日は24時間なの？世
界の人たちは、どうや
って数を数えるの？今
では簡単に解ける問題
でも、とびきり頭のい
い人たちが何世紀もか
けて解けなかった問題
なども紹介。皆さんも
数学の世界を楽しんで
みませんか。

５月の図書館カレンダー

決定版
新幹線パーフェクトバイブル
学研編集部（編）
学研パブリッシング

24 　 
　 31

※インフルエンザの流行に伴い、各イベントを中止することが 
　あります。実施に関しては各図書館に問い合わせてください。 

32 4 5 6 71

9 11 12 138

16 17 18 19 20 2115

24 25 26 27 28

30 31     29

月 火 水 木 金 土 日 

…休館日 

…えほんのひろば（指宿図書館）　　　10：30～11：15 

　演じ手：槌橋保育園の先生方 

…こどもの日イベント(指宿・山川図書館)  

…わらべうたのへや（指宿図書館） 　　11：15～11：45 

　担当：図書館職員 

…よるのおはなし会（指宿図書館）　　19：30～20：00 

　演じ手：図書館職員 

…ふれあい映画会（山川図書館）　　　14：00～14：40 

…おはなしのとびら（指宿図書館）　　10：30～11：30 

　演じ手：ひばり保育園の先生方 

…おはなし会（開聞図書室）       11：00～11：30 

　演じ手：図書室職員 

…ボランティアおはなし会（山川図書館）14：00～14：30 

　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん  

火曜 

５日 

10日 

13日 

14日 

15日 

21日 

28日 

23

月曜 

22

1410

 

    

 

 図書館からのお知らせ
こどもの日イベント
　指宿・山川図書館では、５月５日（木）のこども
の日にイベントを行います。また、当日は両図書
館で、１人10冊までの本の貸し出しや、図書館に
所蔵できない本や雑誌のリサイクル市を行います。
■指宿図書館
○おはなし会　　　　10：00～10：45
○図書館クイズ　　　11：00～12：00
○ビデオアニメ館　　14：00～15：00
※「図書館クイズ」は、図書館の本を使って行う
ゲームです。対象は小学校３年生以上で、事前
の申し込みが必要です。指宿図書館の窓口か電
話で申し込んでください。

■山川図書館
○しおり作り　　　　10：00～15：00
雑誌の寄贈にご協力を
　読み終わった雑誌（特に最新号）の継続した寄
贈を募集しています。詳しくは、各図書館（室）
へお尋ねください。なお、図書館（室）で同じ雑
誌を購入している場合は、お断りする場合もあり
ますのであらかじめご了承ください。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/~s_mame/index.html　

目で見る数学����������　���������美しい数・形の世界
ジョニー・ボール（著）
山崎直美（訳）
さ・え・ら書房

情報掲示板

一般���������図書（������指宿����図書館） 児童図書（������山川����図書館）

４

出

保健センター利用者の駐車スペース

丹

今

龍
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たくさんの笑顔ですく
すく元気に育ってね☆

谷村　祐
ゆうせい

星ちゃん
すくすく元気に成長し
てね。

毛利　風
ふうと

翔ちゃん
思いやりのある優しい
子に育ってね !!

諸留　光
みつき

貴ちゃん

心のあたたかい人に育
ってね。

祝迫　陽
ひなた

向ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者名

、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル（
画
像
は
２
Ｍ

メ
ガ
バ
イ
トＢ
以
内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
������





�
��


市
長
公
室
��

�
��


広
報
統
計
係

　

☎
�������






�
����




㉒
������





�
����




２
１
１
１
（
内
線����





１
２
７
�）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

����������









�
�

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

������





�
��


市
長
公
室
��

�
��


広
報
統
計
係

　

☎
�������






�
����




㉒
������





�
����




２
１
１
１
（
内
線����





１
２
７
�）

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

わが家の３人目のお姫
さま♪

小川　悠
ゆり ん

綸ちゃん
優しく大きく育ってね。
中村　悠

ゆ う

生ちゃん
大きく育ってネ♪
田原　玖

くおん

音ちゃん

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　

�
�
�
�
�
�
�

クイズを掲載中







お姉ちゃんたちに負け
ず元気に育ってね♪

小林　透
とうま

真ちゃん

　

県
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
男

女
共
同
参
画
の
活
動
を
行
う
「
男

女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
」
を
平

成
20
年
度
か
ら
養
成
し
、
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
本
市
に
は
県

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
９
人
の
推
進
員

が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
こ
の
９
人
の
県

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
の
方

々
を
「
市
男
女
共
同
参
画
推
進
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
・

市
男
女
共
同
参
画
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

丹
波
校
区

　

亀
之
園
初
子
さ
ん
（
下
里
）

　

坂
元
エ
イ
子
さ
ん
（
迫
北
）

柳
田
校
区

　

鍵
山
あ
け
み
さ
ん
（
柳
田
）

　

坂
本
清
行
さ
ん
（
二
月
田
）

　

福
元
里
美
さ
ん
（
南
十
町
）

　

加
藤
早
百
合
さ
ん（
弥
次
ヶ
湯
）

指
宿
校
区

　

櫻
井
美
代
子
さ
ん
（
大
園
原
）

開
聞
校
区

　

上
野
元
代
さ
ん
（
玉
井
）

　

上
村
悦
子
さ
ん
（
脇
）

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

個
性
を
尊
重
し
合
う
ま
ち
へ

こ
れ
か
ら
の
活
動

○
講
師
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

　

地
域
や
学
校
、
各
団
体
、
グ
ル

　

ー
プ
等
の
研
修
会
や
勉
強
会
な

　

ど
に
参
加
し
ま
す
。

○
県
や
市
の
男
女
共
同
参
画
施
策

　

の
推
進
に
支
援
・
協
力
し
ま
す
。

　

活
動
を
進
め
る
中
で
、
各
団
体

や
グ
ル
ー
プ
等
と
の
連
携
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

推
進
員
の
派
遣
希
望
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

今和泉小学校家庭教育学級
出前講座風景

指
宿
地
域

狩
野　

悠ゆ
う
と斗　

南
迫
田　
　

匠　
文　

子

櫻
井　

昂こ
う
た太　

北
十
町　

隆　

弘

真
智
子

向
吉　

優ゆ

な那　
弥
次
ヶ
湯　

真　

一

ル　

ミ

谷
村　

祐ゆ
う
せ
い星

※　

道
下
上　

昭　

平

や
よ
い

毛
利　

風ふ
う
と翔

※　

湊　

南　
　

奨　
朋　

世

奈
良　

千ち
は
る桜　

外
城
市　
　

茂　
千　

秋

鶴
田　

壮そ
う
き基　

摺
ヶ
浜
北　

公　

基

瑠　

衣

諸
留　

光み
つ
き貴

※　

五
郎
ヶ
岡　

勝　

也

美
由
紀

原
田　

茉ま

な那　

小　

田　

克　

弘

美
佳
子

大
坪
美み

り

な
利
奈　

二
月
田　

洋　

和

み
ゆ
き

後
迫
優ゆ

き

な
希
菜　

宮
之
前　
　

孝　
美　

樹

大久保


月る

あ愛　

上
吹
越　

弘　

也

優　

海

祝
迫　

陽ひ
な
た向

※　

湊　

中　

博　

人

由
香
里

橋
口　

珠じ
ゅ
り莉　

麓　

下　

哲　

平

理　

紗

山
川
地
域

浜
村　

太た
い
ぞ
う創　

町
８
区　

昭　

仁

智　

美

白
濵　
　

洵　

森
松
東　

俊　

和

マ　

ヤ

西
元　

優ゆ

き希　

下　

原　

博　

隆

ま　

み

今
村　

聡そ
う
た汰　

井
手
前　

佳　

貴

絵
理
子

前
田　

龍り
ゅ
う
き季　

野　

元　

昭　

市

　

希　

永
田　

亜あ

や矢　

高　

尾　

雄　

大

真
由
美

開
聞
地
域　
　
　

竹
畑　

颯そ
う
ま馬　

川
尻
東　

光　

輝

浩　

子

小
川　

悠ゆ
り
ん綸

※　

西
開
聞　
　

聡綾

市
外　
　

鹿
山　

杏あ
ん
じ
ゅ樹　

長
崎
県

佐
世
保
市　

弘　

樹

か
お
り

下
野　

桜ゆ

う優　
南
九
州
市　

昭　

文

詩　

織

福　
　

遼
介　
瀬
戸
内
町　

貴　

幸

真
理
子

中
村　

悠ゆ

う生
※　

鹿
児
島
市　

浩　

之

智
恵
子

田
原　

玖く
お
ん音

※　

大
阪
市

都
島
区　

義　

弘

真
奈
美

小
林　

透と
う
ま真

※　

東
京
都

西
東
京
市　
　

誠　
仁　

美

西
元　

連れ
お
ん音　
鹿
児
島
市　

孝　

海

佳　

織

西
田
綺て

ぃ
あ
ら

愛
徠　

曽
於
市　

安　

宏

侑　

紀

指
宿
地
域

　
　

島　
　
　

貢　

74　

高
野
原

濵　

田　

重　

雄　

82　

北
十
町

園　

田　

節　

郎　

53　

下　

里

中　

西　

辰　

夫　

82　

小
牧
東

横　

島　

芳　

雄　

86　

北
十
町

　

野
田　

ス
ミ
エ　

98　

片
野
田

豊　

留　
　
　

優　

86　

久　

保

湯
ノ
口　

フ
ミ
エ　

92　

玉　

利

永　

迫　

ヒ　

デ　

95　

温　

湯

門　

口　
　
　

節　

78　

二
月
田

永　

吉　

明　

俊　

91　

永　

嶺

原　

田　

タ　

ミ　

96　

中
小
路

南　
　
　

重　

夫　

97　

北
十
町

堤　
　
　

三　

郎　

70　

麓　

下

新
宮
領　

武　

雄　

86　

湯
之
里

植　
　
　

幸　

郎　

74　
　

宮

小　

原　

ト
シ
子　

78　

湊　

南

田　

中　

絹　

子　

86　

湯
之
里

堀
之
内　

辰　

実　

56　

南
迫
田

新　

屋　

清　

光　

79　

宮
之
前

上
川
路　

ト
シ
子　

77　
五
郎
ケ
岡

中　

村　
　
　

勲　

73　

湊　

北

上
林
山　

明　

男　

63　

道　

下

川　

﨑　

朝　

江　

75　

戸　

迫

田　

代　

鶴　

彦　

86　

小
牧
中

福　

岡　

ス　

ミ　

93　

石　

嶺

山
川
地
域　
　

内　

薗　
　
　

勲　

91　
　

春

當　

房　

時　

義　

76　
町
５
区
西

前　

田　

ハ
ツ
子　

89　

今　

村

藤　

坂　

ス
ミ
子　

77　

町
７
区

山　

下　

道　

男　

83　

上　

出

西　

迫　

和　

子　

83　
　

中

𠮷　

村　

武　

雄　

91　

小
川
西

宮　

田　

ツ
ル
ヱ　

80　

前
原下


前　

田　

タ　

エ　

81　

大　

石

西　
　
　
　

利
子　

70　
町
５
区
西

大　

川　

重　

男　

91　

永　

田

平　

山　

弘　

子　

64　
町
２
区
西

神　
　
　

義　

光　

88　

成
川
浜

大　

保　

サ
ト
エ　

90　
　

迫

西　
　
　

て
る
み　

53　

谷
村
下

石　

𠩤　

ハ
ツ
ヱ　

87　

後
馬
場

松　

田　

ハ
ツ
ヱ　

84　

徳
光
苑

佐
々
木　

や
す
ゑ　

93　

谷
村
下

西　

田　

カ
ズ
子　

83　
　

寺

開
聞
地
域　
　

奥　

村　

敦　

志　

86　

上
野
東

中　

村　

ノ
リ
エ　

87　

川
尻
西

野　

元　

ス
ミ
ヱ　

87　

松　

原

津　

田　

靜　

治　

94　

松
原
田

西　

元　

フ　

ユ　

94　

西　

元

今　

村　

サ
カ
エ　

86　

田　

中

下　

吉　

マ
ツ
ヱ　

94　

下　

吉

濵　

島　

秀　

夫　

88　

下　

吉

岩　

下　

義　

則　

86　

苙　

口

阿　

萬　

ノ　

エ　

87　

谷　

村

濵　

田　

澄　

孝　

63　
　

脇

岩　

下　

イ
ツ
子　

80　

苙　

口

市
外　
　

前　

村　

章　

一　

59　
神
奈
川
県
秦
野
市

松　

嶋　

和　

子　

59　
東
京
都
大
田
区

　

次
の
����������










方
々
��������








が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

指
宿
舞
踊
協
会

指
宿
動
物
霊
園　
　
　

嘉
納　

勝

篤　
　

志

一
般
寄
付

誕
生
う
ぶ
ご
え

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

掲載を希望する人は、届け












出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
で
届け

出
し
た
人
で

も
、希望


が
あ
れ
ば
掲載

し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略
�）

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

追
悼
お
く
や
み

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

　

４
月
号
の
う
ぶ
ご
え
の
名
前
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
の
皆

様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
今

月
号
に
改
め
て
掲
載
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）狩
野
悠
賭　
（
正
）狩
野
悠
斗

（
誤
）浜
村
大
創　
（
正
）浜
村
太
創

お
詫
び
と
訂
正

３
月
31
日
�
�
�
�
�
�

までの受付分






し
ゅ
ん

り
ょ
う
す
け
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部
分
が
あ
っ
て
も
、
大
体
は
対
応
で

き
る
の
で
、
人
に
難
聴
と
気
付
か
せ

る
よ
う
な
補
聴
器
の
装
用
を
嫌
が
る

の
で
す
。

　

し
か
し
、
耳
の
聞
こ
え
が
悪
い
た

め
に
、
時
に
間
違
っ
た
応
答
や
判
断

を
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く

こ
と
に
よ
り
会
話
が
減
少
し
て
し
ま

う
と
、
家
庭
内
の
交
流
や
社
会
的
活

動
性
も
減
少
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
難
聴
者
本
人
の
能
力
を
十
分

生
か
し
、
精
神
的
安
定
を
保
つ
た
め

に
も
、
早
期
か
ら
の
補
聴
器
利
用
が

望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
補

聴
器
が
必
要
か
ど
う
か
は
、
主
に
聴

力
検
査
を
行
っ
て
決
め
ま
す
が
、
会

話
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
が
必
要

で
、
か
つ
、
聞
き
返
し
が
許
さ
れ
な

い
状
況
に
あ
る
人
（
学
生や

会
議
の

多
い
人
な
ど
）
は
、
軽
度
難
聴
で
も

補
聴
器
適
応
は
あ
る
と
い
え
ま
す
し
、

一
人
住
ま
い
で
会
話
が
あ
ま
り
多
く

な
い
人
で
は
、
中
等
度
難
聴
で
補
聴

器
適
応
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

補
聴
器
に
対
す
る
不
満
と
し
て
は
、

言
葉
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
な
い
、
雑

音
が
多
い
、
音
が
割
れ
た
り
響
い
た

り
す
る
、
自
分
の
声
が
不
自
然
に
聞

分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

　

日
本
に
お
け
る
補
聴
器
の
普
及
率

は
、
欧
米
諸
国
と
比
べ
る
と
低
い
よ

う
で
す
。
補
聴
器
の
普
及
が
遅
れ
て

い
る
原
因
と
し
て
は
、
難
聴
者
自
身

が
聞
こ
え
の
悪
さ
を
認
め
た
が
ら
な

か
っ
た
り
、
補
聴
器
に
対
す
る
不
満

が
非
常
に
多
か
っ
た
り
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
、
難
聴
で
あ
る
こ
と
を

認
め
た
が
ら
な
い
傾
向
に
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
難
聴
は
目
に
見
え
る
障

害
で
は
な
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
ら
な
け
れ
ば
人
に
気
付

か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

軽
度
か
ら
中
等
度
の
難
聴
で
あ
れ
ば
、

話
の
内
容
に
つ
い
て
あ
る
程
度
は
つ

か
み
取
れ
る
と
い
う
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
聞
こ
え
な
い

今 月のドクター
指宿医師会　岩元　光明

Doctor

健康
教
室

補聴器について

こ
え
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
場
合
、
補
聴
器
の
調
節
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

補
聴
器
も
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
付
け
さ
え
す
れ
ば
難
聴
が
す
べ

て
解
決
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
講
演
会
や
芝
居
な
ど
話
し

手
が
遠
い
と
き
、
ま
た
、
バ
ス
や
駅

の
放
送
、
複
数
の
人
が
い
る
会
話
な

ど
で
は
聞
き
取
り
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
補
聴

器
の
調
整
は
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、

あ
る
意
味
妥
協
点
を
探
し
て
い
く
作

業
と
い
え
ま
す
の
で
、
人
に
よ
っ
て

は
調
整
に
非
常
に
長
い
時
間
が
必
要

な
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

補
聴
器
は
、
会
話
が
主
体
で
あ
れ

ば
片
方
の
耳
で
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
補
聴
器
を
購
入
す
る
と
き
は
、

し
ば
ら
く
試
聴
し
て
か
ら
自
分
の
意

思
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
周
囲
の

勧
め
で
購
入
し
て
し
ま
っ
た
人
は
、

や
が
て
補
聴
器
を
使
わ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
な

お
、
補
聴
器
を
作
る
と
き
に
は
、
中

耳
炎
や
耳
垢あ

か

な
ど
耳
の
病
気
が
あ
る

か
ど
う
か
、
耳
鼻
科
で
一
度
診
て
も

ら
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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